
沖縄工業高等専門学校 生物資源工学コース 開講年度 令和05年度 (2023年度)
学科到達目標
＜教育目標＞
① 知識を融合する能力を持った実践的技術者を育成する。
② 創造力を備え、自ら創造したものを表現できる人材を育成する。
③ 専門知識を基にした応用力を持ち、自ら成長できる人材を育成する。
④ 地球的視野と倫理観を備え社会に貢献できる人材を育成する。

＜教育方針＞
本コースでは、本科（生物資源工学科）で履修した「生物化学工学群」、「環境・微生物学群」、「食品科学工学群」の3つの柱を基盤に、より
高度で創造的な技術力と問題解決能力を持った技術者を育成します。また、沖縄の地域性を活かしながら、国際的にも調和していける創造力、
実践力を身につけることを目標とします。

【実務経験のある教員による授業科目一覧】

学科 開講年次
共通・学

科
専門・一

般
科目名 単位数 実務経験のある教員名

生物資源工学コース 専1年 共通 専門 長期インターンシップ 4～12 企業担当者
生物資源工学コース 専1年 共通 専門 バイオテクノロジー 2 池松真也、磯村尚子

生物資源工学コース
専1年
専2年

共通 専門 品質・安全マネジメント特論 2
眞喜志 隆、中平 勝也、玉城 龍洋、伊

東 昌章、沖田 紀子

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

一
般

選
択 英詩研究 0015 学修単

位 2 2 星野 恵
里子

一
般

必
修 実用英語I 6001 学修単

位 2 2 吉井 り
さ

一
般

選
択 日琉交流史 6005 学修単

位 2 2 下郡 剛

一
般

選
択 物理学特論 6010 学修単

位 2

一
般

選
択 数学通論 6011 学修単

位 2 2
成田 誠
,山本
寛,吉
居 啓輔

一
般

選
択 応用物理特論 6013 学修単

位 2

一
般

選
択 地球科学特論 6028 学修単

位 2 2 木村 和
雄

一
般

選
択 琉球諸語入門 6029 学修単

位 2

一
般

選
択 英詩研究 6030 学修単

位 2 2 星野 恵
里子

専
門

必
修 創造システム工学実験 6009 学修単

位 4 4
伊東 昌
章,嶽
本 あゆ
み

専
門

選
択 バイオテクノロジー 6015 学修単

位 2 2
池松 真
也,磯
村 尚子

専
門

選
択 長期インターンシップ 6021 学修単

位 12 集中講義 玉城 康
智

専
門

選
択 バイオマス利用工学 6023 学修単

位 2 2 田邊 俊
朗

専
門

選
択

創造システム工学セミナ
ー一般 6024 学修単

位 2 1 1
津村 卓
也,谷
藤 正一

専
門

選
択

創造システム工学セミナ
ー専門 6025 学修単

位 2 1 1
津村 卓
也,谷
藤 正一



専
門

必
修

品質・安全マネジメント
特論 6033 学修単

位 2 2

眞喜志
隆,中
平 勝也
,玉城
龍洋
,伊東
昌章
,沖田
紀子

専
門

必
修 特別研究IA 6401_

a
学修単
位 3 3

池松 真
也,伊
東 昌章
,平良
淳誠
,濱田
泰輔
,田中
博,磯
村 尚子
,三宮
一宰
,田邊
俊朗
,玉城
康智
,嶽本
あゆみ
,萩野
航

専
門

選
択 特別研究IB 6401_

b
学修単
位 3 3

池松 真
也,伊
東 昌章
,平良
淳誠
,濱田
泰輔
,田中
博,磯
村 尚子
,三宮
一宰
,田邊
俊朗
,玉城
康智
,嶽本
あゆみ
,萩野
航

専
門

選
択 神経細胞生物学 6404 学修単

位 2 2

専
門

選
択 資源生物機能形態学 6405 学修単

位 2 2
磯村 尚
子,渡
邊 謙太

専
門

選
択 分子生物学II 6406 学修単

位 2 2 三宮 一
宰

専
門

選
択 無機化学 6408 学修単

位 2 2 濱田 泰
輔

専
門

選
択 応用微生物学 6410 学修単

位 2 2 玉城 康
智

専
門

選
択 酵素化学 6412 学修単

位 2 2 田邊 俊
朗

専
門

選
択 醸造学 6413 学修単

位 2 2 玉城 康
智

専
門

選
択 食品化学 6417 学修単

位 2 2 嶽本 あ
ゆみ

専
門

選
択 酸化ストレスの生命科学 6420 学修単

位 2 2 平良 淳
誠

一
般

必
修 実用英語II 6002 学修単

位 2 2 吉井 り
さ

一
般

選
択 哲学・倫理学 6004 学修単

位 2 2 青木 久
美

一
般

選
択 応用解析学 6012 学修単

位 2 2 安里 健
太郎

一
般

選
択

English Business
Communication 6031 学修単

位 2 2

カーマ
ンマコ
ア クイ
オカラ
ニ

一
般

選
択 スポーツ科学特論 6032 学修単

位 2 2 和多野
大

専
門

選
択 物理化学 6014 学修単

位 2 2 濱田 泰
輔

専
門

選
択 経営工学 6020 学修単

位 2 2



専
門

選
択 長期インターンシップ 6021 学修単

位 12 集中講義 玉城 康
智

専
門

選
択

グローバルインターンシ
ップ 6022 学修単

位 2 集中講義 田中 博

専
門

選
択

創造システム工学セミナ
ー一般 6024 学修単

位 2 1 1
津村 卓
也,谷
藤 正一

専
門

選
択

創造システム工学セミナ
ー専門 6025 学修単

位 2 1 1
津村 卓
也,谷
藤 正一

専
門

選
択

品質・安全マネジメント
特論 6027 学修単

位 2 2

眞喜志
隆,中
平 勝也
,玉城
龍洋
,伊東
昌章
,沖田
紀子

専
門

必
修 特別研究Ⅱ 6402 学修単

位 8 4 4

池松 真
也,伊
東 昌章
,平良
淳誠
,濱田
泰輔
,田中
博,磯
村 尚子
,三宮
一宰
,田邊
俊朗
,玉城
康智
,嶽本
あゆみ
,萩野
航

専
門

必
修 専攻科実験 6403 学修単

位 4 2 2

池松 真
也,伊
東 昌章
,平良
淳誠
,濱田
泰輔
,田中
博,磯
村 尚子
,三宮
一宰
,田邊
俊朗
,玉城
康智
,嶽本
あゆみ
,萩野
航

専
門

選
択 植物工学 6407 学修単

位 2 2 三宮 一
宰

専
門

選
択 代謝生化学 6409 学修単

位 2 2 池松 真
也

専
門

選
択 食品衛生工学 6411 学修単

位 2 2 田中 博

専
門

選
択 タンパク質資源利用学 6416 学修単

位 2 2 伊東 昌
章

専
門

選
択 食品機能学 6418 学修単

位 2 2 田中 博

専
門

選
択 生物資源の機能性科学 6419 学修単

位 2 2 平良 淳
誠



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 実用英語I
科目基礎情報
科目番号 6001 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント
担当教員 吉井 りさ
到達目標
This course is designed to engineer future career with practical English skills while focusing on SDGs (Sustainable Development
Goals).
【III-B】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

Students should acquire basic
vocabulary.

Showing almost perfect
understanding of vocabulary
and scoring more than 90% in
the quiz.

Showing good understanding of
vocabulary and scoring more
than 75% in the quiz.

Showing good understanding of
vocabulary and scoring more
than  60% in the quiz.

Students should develop
listening and reading skills.

Scoring more than 90% in the
exam and TOEIC.

Scoring more than 75% in the
exam and TOEIC.

Scoring more than 60% in the
exam and TOEIC.

Students should
be able to
express
themselves
orally and
through written
medium in
English.

Displaying fluent
and accurate
use of English
with good
grammar and
vocabulary and
scoring more
than 90% in the
exam.

Displaying fluent
and accurate
use of English
with a few errors
and scoring more
than 70% in the
exam.

Displaying fluent
and accurate
use of English
despite errors
and scoring more
than 60% in the
exam.

Students can understand
technical texts/documents.

Read more than 5000 words in
a week.

Read more than 4500 words in
a week.

Read more than 4000 words in
a week.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
This course is designed to engineer future career with practical English skills and focusing on SDGs
(Sustainable Development Goals).
【III-B】

授業の進め方・方法
Improve 4 Skills：Speking / Listening / Reading / Writing
・Presentation
・TOEIC

注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 　Introduction 　English for Science and Technology
2週 　Comprehension 　English for Science and Technology
3週 　Comprehension 　English for Science and Technology
4週 　Comprehension 　English for Science and Technology
5週 　Comprehension 　English for Science and Technology
6週 　Comprehension 　English for Science and Technology
7週 　Test 　English for Science and Technology
8週 　Skills 　English for Science and Technology

2ndQ

9週 　Skills 　English for Science and Technology
10週 　TOEIC Test 　Business English　
11週 　Presentation 　Presentation Skills
12週 　Presentation 　Delivery
13週 　Presentation 　Delivery
14週 　Presentation 　Delivery
15週 　Presentation 　Delivery
16週

評価割合
Test TOEIC Test Presentation Log 合計

総合評価割合 30 30 30 10 100
基礎的能力 10 5 10 5 30
応用力 0 20 5 0 25
社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

10 0 10 0 20



主体的・継続的学修意
欲 10 5 5 5 25



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 日琉交流史
科目基礎情報
科目番号 6005 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 下郡 剛
到達目標
沖縄地域社会の理解を目的とし、日本本土との人の間での移動に伴って生じる、文化・歴史の関係性についての認識を深める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
琉球仏教に関するフィールドワー
クを通して、自分なりの視点で、
琉球仏教の歴史と現状をまとめる
ことができる。

現在における沖縄文化と沖縄仏教
との関係性を総合的に理解できる
。

日本仏教の宗派別異差違と琉球仏
教との関係を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 資・史料を提示し、歴史学的方法論を併せて説明することで、科学的・論理的に考える能力を高めるとともに、リアリ

ティーある時代像の構築に努める。

授業の進め方・方法 フィールドワークの手法を取り入れることで、特に沖縄北部地域が日本本土との交流に果たした役割をリアルに認識で
きるよう努める。

注意点 フィールドワークを行う必要上、受講者の人数制限を行う。人数は公用車で引率できる学生数とする。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 授業内容とその進め方等を説明する

2週 平安・鎌倉時代の日本仏教
琉球における仏教文化の母体となった、日本仏教につ
いて、基礎的知識を得る。対象とする時代は、琉球仏
教の２大宗派となる真言宗と臨済宗を中心とし、両宗
派が成立する平安時代と鎌倉時代とする。

3週 琉球への仏教の伝来 近世期の琉球仏教の概要を知るとともに、それが日本
から伝来してくることについて学ぶ。

4週 琉球仏教の展開
日本から伝来した仏教が、古琉球期に、いかに琉球社
会に定着してゆくのかを、特に禅宗を中心に学ぶとと
もに、日琉交流における僧侶の役割を知る。

5週 僧侶を介した日本と琉球の文化交流

日琉禅僧の媒介としての堺商人を取り上げ、禅僧と堺
商人との交流ツールとしての茶文化に注目する。その
上で、茶文化が日本から琉球に伝来してゆくこと、こ
れが琉球社会の中で独自の展開を見せることについて
知る。

6週 補陀落渡海と日秀
琉球への仏教の伝来と定着の上で、大きな役割を果た
した日秀について知ることで、琉球社会と真言宗につ
いて学ぶ。さらに、その拠点となった金武観音寺と観
音信仰・補陀落渡海について学ぶ。

7週 沖宮天燈山の石碑
科目担当教員自身が代表者となった科研費研究で発見
・発掘調査した沖宮天燈山の石碑を通して、仏教を介
した日本と琉球の文化交流の一端を学ぶ。

8週 桃林寺と円覚寺の三牌
科目担当教員自身が代表者となった科研費研究で発見
・調査した桃林寺の三牌を通して、仏教を介した日本
と琉球の文化交流の一端を学ぶ。

4thQ

9週 ィールドワーク１－沖宮
王国時代は臨海寺と一体であった沖宮に行き、神仏習
合の様子を見る。また沖宮の裏手の天燈山に登って、
石碑を見て、王国時代の仏教観を学ぶ。

10週 フィールドワーク１－漂到流求国記
上記調査について沖宮への往復などで多くの時間を要
する。従って、授業変更をして、連続200分授業とし
、沖宮に移動した上で調査を行う。

11週 フィールドワーク２―金武観音寺

「補陀落渡海と日秀」での授業で得た知識をもとに、
本島内で唯一沖縄戦の戦禍を免れた寺院でもある金武
観音寺に実際に赴いて、現地を視察する。そのことを
通して、沖縄高専所在地の本島北部地区にある文化遺
産を身近に感じ、体感できる機会を作る。

12週 フィールドワーク２―金武観音寺
上記調査について、観音寺への往復などで多くの時間
を要する。従って、授業変更をして、連続200分授業
とした上で、現地調査を行う。

13週 フィールドワーク３―円覚寺跡

日琉文化交流上大きな役割を果たした琉球臨済宗にお
いて、近世期第一位の寺格を誇った円覚寺跡に赴いて
、現地を視察する。そのことで、首里城との近接性を
体感し、外交上での臨済宗の意義についての認識を深
める。

14週 フィールドワーク３―円覚寺跡
上記調査について、円覚寺跡への往復などで多くの時
間を要する。従って、授業変更をして、連続200分授
業とした上で、現地調査を行う。



15週 その後の日秀

補陀落信仰に基づき、琉球に渡海した日秀は、その後
、琉球を離れ、再度日本に戻る。彼が琉球を離れた後
、布教活動を行った鹿児島での行動を追い、現地写真
を見ることで、論点を廃仏毀釈にまでつなげ、金武観
音寺で見た沖縄における神仏習合の残存状況と対比す
る。

16週 期末試験
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 数学通論
科目基礎情報
科目番号 6011 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 それぞれの担当者が適宜授業時に示す。
担当教員 成田 誠,山本 寛,吉居 啓輔
到達目標
それぞれの担当者が適宜授業時に示す。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安(可
)

波動方程式の解 1 法を理解する。
フーリエ解析を 理解し、1次元 波
動方程式の初 期値境界値問題 を解
くことがで きる。また、解 の
一意性を示す ことができる。

フーリエ級数を 理解し、1次元 波
動方程式の初 期値境界値問題 を解
くことがで きる。

1次元波動方程 式を解くことが
できる。また、 初期値問題の公
式(ダランベー ルの公式)を導
くことができ る。

複素関数の微積分について学ぶ。

複素関数の微積分に関する概念を
理解し，難易度の高い問題をヒン
トや誘導のない状態で解決できる
．また，複素関数の微積分に関す
る基本的な定理や公式を証明でき
る．

複素関数の微積分に関する基礎的
な概念を理解し，定理や公式を知
っている．基礎的な問題をヒント
や誘導のない状態で解決できる．

複素関数の微積分に関する基礎的
な概念を理解し，定理や公式を知
っている．基礎的な問題をヒント
や誘導に従って解決できる．

計算可能性理論の概要と、決定不
可能な問題について学ぶ。

計算可能性に関する概念や欠課を
理解し、それらの結果の証明を与
えることができるだけでなく、講
義では直接扱わなかった関連事項
についても、理解し証明を与える
ことができる。

計算可能性に関する概念や欠課を
理解し、基本的な結果については
証明を与えることができる。

計算可能性に関する概念や欠課を
理解し、基本的な結果については
証明を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
波動方程式の解法、複素関数の微積分、計算と論理パズルについて講義する。
【オムニバス方式】
第１回～５回を成田誠が担当、第６回～１０回を山本寛が担当、第１１回～１５回を吉居啓補が担当する。

授業の進め方・方法
授業は3人の教員がそれぞれ5回の講義を担当する。
各担当者で,波動方程式の解法(成田誠)、複素関数の微積分(山本寛)、計算と論理パズル（吉居啓補）について講義す
る。
それぞれの担当者の講義内容は、基本的には独立している。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 波動方程式の導出 数理モデルとして弦の振動や電磁波を表す方程式(波
動方程式)を導出する。

2週 波動方程式の解法(1) 波動方程式の解法(進行波による表現)を学ぶ。
3週 波動方程式の解法(2) フーリエ級数による波動方程式の解法を学ぶ。
4週 波動方程式の解法(3) フーリエ変換による波動方程式の解法を学ぶ。
5週 波動方程式の解法(4) 逐次近似法による波動方程式の解法を学ぶ。
6週 複素関数の微積分(1) 複素数の基本性質について学ぶ．
7週 複素関数の微積分(2) 初等的な複素関数について学ぶ．
8週 複素関数の微積分(3) 複素関数の微分について学ぶ．

2ndQ

9週 複素関数の微積分(4) 複素関数の積分について学ぶ．
10週 複素関数の微積分(5) 複素関数の積分について学ぶ．
11週 計算と論理パズル(1) Ramseyゲームの概要、研究の背景について学ぶ。
12週 計算と論理パズル(2) Ramsey数について学ぶ。
13週 計算と論理パズル(3) Ramsey数と、確率的方法について学ぶ。
14週 計算と論理パズル(4) 帽子の問題、選択公理などについて学ぶ。

15週 計算と論理パズル(5) 決定不可能の概要、より発展的な研究の概要について
学ぶ。

16週
評価割合

波動方程式の解法 複素数の関数の微積分 計算と論理パズル 合計
総合評価割合 33 33 34 100
基礎的能力 33 33 34 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 地球科学特論
科目基礎情報
科目番号 6028 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 球陽、月刊地球、地質学雑誌、自然災害研究、季刊地理学、地理、National Geogrphic、科学、日経サイエンス、ニュ
ートン、Natureダイジェスト等、論集や報告書的な単行本も含む（図書館、教員研究室書棚および電子媒体を利用）

担当教員 木村 和雄
到達目標
本授業は近年の地球科学的知見や、沖縄の環境変遷・災害史などの紹介と議論を通じて、それら知識の共有と活用を目指す。具体的な目標は、
①a地球科学における論文・報告書の記載を理解しその概要を紹介できること、①b琉球王国の公的な歴史書「球陽」から天変地異に関する記述
を抽出し、地球科学的現象として説明できること、②それら文献紹介に対してその妥当性や得られた知識の発展性・応用性について議論できる
こと、とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安

文献を理解し紹介できる
文献を紹介し、その学術的あるい
は社会的価値や位置づけを論評で
きる

適切に文献を紹介できる 学術的な文献が読める

文献紹介に対して的確に議論でき
る 議論の昇華に貢献できる 的確に議論できる 議論に参加できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この授業は文献の輪読による演習形式を主体に実施する。

＊本来この授業は機械システム工学コース向けのシラバスで実施したいが、そのためには受講生が少数で｢日琉交流史｣
と併願しないことが大前提である。もし是が非でも万難を排して両科目を受講したいという受講生がいる場合、または
受講希望者が大人数の場合は、不本意ではあるが、このシラバスで実施する。

授業の進め方・方法

演習は次のような流れで進める。①受講生は、予め指定された学術誌・文献の中から、任意の論文・報告・記事を選択
する。②選択した文献を熟読・要約し、発表資料としてまとめる。③発表資料を発表予定日の前日までに所定のフォル
ダに納める。④文献読解の成果を一巡目は30分程度、二巡目は45分程度で発表する。⑤発表者以外の受講生は提出され
た発表資料に目を通して内容を傾聴し、質疑を問う。
演習の座長は当初は担当教員が行うが、できれば2巡目以降は受講生が交替で担当し、議論をコントロールする経験を積
んで欲しい。

注意点 サボらないこと。特に発表をすっぽかして授業に穴を空けないこと。これを守れない受講生は早期不合格を言い渡す場
合もあるし、全体的な発表放棄が多ければ授業自体が不成立となることもあり得る。自覚を持って参加すること。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業ガイダンスおよび役割分担、文献選択 授業の進め方を把握する。また参加学生は紹介する文
献を決める。

2週 教員の先導発表および役割分担、文献選択
担当教員が文献紹介のやりかたを例示するので、その
手法・手順を模倣し身につける。また参加学生は紹介
する文献を決める。

3週 演習1-1：2人の受講生が文献を紹介し、全受講生で議
論する

発表を確実に実施する。積極的に議論に参加する。発
表を終えた受講生は次の発表準備を始める。

4週 演習1-2：同上 同上
5週 演習1-3：同上 同上
6週 演習1-4：同上 同上

7週 小括：演習一巡目を論評し、二巡目にむけての助言を
試みる。 自身や他の受講生の演習内容を顧み、改善に努める。

8週 演習2-1：1人の受講生が文献を紹介し、全受講生で議
論する 発表を的確に実施する。建設的な議論を構築する。

4thQ

9週 演習2-2：同上 同上
10週 演習2-3：同上 同上
11週 演習2-4：同上 同上
12週 演習2-5：同上 同上
13週 演習2-6：同上 同上
14週 演習2-7：同上 同上
15週 演習2-8：同上 同上
16週 総括：状況によっては期末試験

評価割合
発表 質疑応答 参加態度 出席状況 合計

総合評価割合 40 30 20 10 100
基礎的能力 20 20 20 10 70
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 20 10 0 0 30



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 英詩研究
科目基礎情報
科目番号 6030 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリント配布
担当教員 星野 恵里子
到達目標
詩作品に親しみ、参考文献を探し出し、自分なりの解釈や自分の言葉で日本語訳をすることができるようになる。さらには、作品の意図するこ
とを把握しながら、ふさわしい抑揚で朗読することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

作品が生まれた時代背景も考察し
ながら、作品を和訳するのみなら
ず、自分の論理で解釈できる。そ
の際、様々な参考文献を読み、自
分の論理に合うように取捨選択で
きる。また、ブレイク自身の手に
よる絵画と詩作品の関連性も考察
できる。

作品が生まれた時代背景を考察し
ながら、作品を和訳できる。様々
な参考文献を読むことが出来る。

作品が生まれた時代背景を説明で
きる。作品を和訳・解釈できる。

評価項目2

作品の文脈を把握しながら、を自
分の言葉で和訳でき、和訳したも
のが詩として読むに堪えうるもの
である。さらには、自分なりの理
論で作品を解釈できる。作品に合
うように朗読できる。

既存の和訳を参考にしながら文脈
を把握でき、自分の言葉に置き換
えて和訳できる。既存の解釈を参
考にしながら自分なりの解釈をし
ようと努力している。発音を間違
えることなく朗読できる。

既存の和訳や解釈を参考にしなが
ら、自分の言葉で和訳や解釈がで
きる。時折発音を間違えるが、朗
読できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

グローバルに活躍するということは、外国語を流暢に話すことではなく、自国文化のみならず相手国文化への理解をも
つことであると考えられる。英語に関しては、英語を母語としている国の文化への理解、ということになるが、その文
化の一部を担うのが文学である。本講義では以下の3点を中心に扱う。①英国の画家で詩人であるWilliam Blake(1757-
1827)の初期の作品を中心に和訳・解釈・朗読する。②ブレイク周辺の詩人の作品を和訳・解釈・朗読する。③サブカル
チャーを含めた現代文化へのブレイクの影響を考察する。

授業の進め方・方法
毎回扱う作品とレポーターを決め、レポーターが責任を持って以下の事を発表する。
①作品の和訳
②作品の解釈
③作品の朗読

注意点 参考資料等をきちんと提示し、自分のオリジナリティを出すようにする。
なお、授業の進行や授業内容は状況によっては変わることもある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 扱う作品の提示とレポーターを決める William Blakeの生涯を、生きた時代に合わせて把握で
きる。

2週 Introduction' 'Earth's Answer' Introductionにまつわる周辺を理解できる。
3週 The Lamb' 'The Tyger' 二つの詩作品が象徴するものが理解できる。
4週 Infant Joy' 'Infant Sorrow' 幼子の持つ対照的な感情の原因が理解できる。

5週 二つの'Nurse' Song' 同タイトルを持つ二つの詩作品の違いとその理由を理
解できる。

6週 二つの'Holy Thursday' 同タイトルを持つ二つの詩作品の違いとその理由を理
解できる。

7週 二つの'The Chimney Sweeper' 同タイトルを持つ二つの詩作品の違いとその理由を理
解できる。

8週 植物にまつわる詩 'The Blossom' 'The Sick Rose' 詩作品で表現されている植物が象徴する事物を理解で
きる。

4thQ

9週 植物にまつわる詩 'The Poison Tree' 'My Pretty
Rose-Tree'

詩作品で表現されている植物が象徴する事物を理解で
きる。

10週 The Marriage of Heaven and Hell 本作品の特徴的な部分を抽出し、その特異な表現やそ
れが象徴するものを理解できる。

11週 英国・アイルランドのロマン派詩人について ロマン派とは何か、どのような詩人がいるか理解でき
る。

12週 ブレイクをモチーフとしたサブカルチャー紹介 サブカルチャーとは何か、理解できる。

13週 ブレイクをモチーフとしたサブカルチャー紹介 サブカルチャーにブレイクのどの部分が扱われている
か指摘できる。

14週 ブレイクをモチーフとしたサブカルチャー紹介 サブカルチャーで扱われているブレイクに共通する事
物を理解することができる。

15週 現代を生きるブレイク 現代人にいかにブレイクが影響を与えたか考察・理解
できる。

16週



評価割合
レポート 口頭発表（相互評価を含む） 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 20 20 40
専門的能力 20 20 40
主体的・継続的学修意欲 20 0 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 6009 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材
担当教員 伊東 昌章,嶽本 あゆみ
到達目標
設定した課題解決のために、適切に実験計画を立て、それを遂行する。それを実現するために以下を科目の到達目標とする。
①　汎用的技能として、A.コミュニケーションスキル、B.合意形成、C情報収集・活用・発信力、D.課題発見、E.論理的思考力を身につける。
②　グループワークに必要な行動要素（A.主体性、B.自己管理力、C.責任感、D.チームワーク力、E.リーダーシップ、F.倫理観（独創性の尊重
、公共心））を身につける。
③　総合的な学習経験を通して、創造的思考力（A.創造能力、B.エンジニアリングデザイン能力）を身につける。
④　工学関連分野（機械・電気電子・情報・生物）の問題発見・解決方法を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

①汎用的技能として、A.コミュニ
ケーションスキル、B.合意形成、
C情報収集・活用・発信力、D.課題
発見、E.論理的思考力を身につけ
る。

・口頭のみ、あるいは板書を併用
して聞き手の理解を得ることがで
きる
 ・他者の考えや意見を把握し、意
見を述べることができる
・単独で、グループ内の意見をま
とめ、グループ全体の理解を得、
さらに合意点を設定することがで
きる
 ・必要な情報を十分かつ正確に収
集でき、プレゼンの際に適切に活
用できる ・授業を進めながら、授
業に重要な点や不足部分をグルー
プで確認・解決し、授業の内容や
進度を調整できる
・他学生からの質問等に対して、
単独で、わかりやすく回答するこ
とができる

・適切な資料を用いて聞き手の理
解を得ることができる
・他者の考えや意見を把握するこ
とができる
 ・他者と協力して、グループ内の
意見をまとめ、グループ全体の理
解を得ることができる
・必要な情報を収集でき、プレゼ
ンの資料に適切まとめられている
・授業の中で気が付いたことを、
グループ内で提案し、次回に活か
すことができる
・他学生からの質問等に対して、
他者の協力を得ながら、理解を得
られる回答ができる

・他者の協力を得ることで、聞き
手の理解を得ることができる
 ・協力を得ることで、他者の考え
や意見を把握することができる
・グループ内の意見のまとめ方、
得られた理解が不十分である ・情
報が収集できており、プレゼン資
料にある程度まとめられている
・個人で授業に関する問題のいく
つかに気づき、修正を試みること
ができる
 ・他学生からの質問等に対して、
時間はかかるが、最終的に、理解
を得られる回答ができる

②グループワークに必要な行動要
素（A.主体性、B.自己管理力、
C.責任感、D.チームワーク力、
E.リーダーシップ、F.倫理観（独
創性の尊重、公共心））を身につ
ける。

・極めて自主的に，自身のやるべ
きことに取り組むことができる
 ・授業を行うという責務を果たし
，授業中は，十分に教室全体に気
を配ることができる
・授業を行うという責務を果たし
，授業中は，十分に教室全体に気
を配ることができる
・自身の役割を，他者の役割と関
連付けながら遂行することができ
る
・常にグループ全体に気を配り
，極めて自発的にグループをまと
めることができる
・講義資料を作成する際に用いた
参考文献等を正しく明記し，自身
の意見や発見と他者のそれを明確
に表現することができる

・時々指導をうけることもあるが
，基本的には自身のやるべきこと
に，自主的に取り組むことができ
る ・授業を行うことの責務を理解
しており，教室内への気配りもで
きている
 ・授業を行うことの責務を理解し
ており，教室内への気配りもでき
ている
 ・自身の役割を遂行しながら，他
者の進捗状況に合わせて協力する
ことができる
 ・他者の協力を得ることで，全体
をまとめることができる
・講義資料を作成する際に用いた
参考文献等を明記し，引用箇所を
明示することができる

・指導を受けることによって、自
身のやるべきことに取り組むこと
ができる
・授業への貢献度が低く，受講生
と同じ目線で授業に参加している
 ・授業を進めるにあたってグルー
プに対して連絡・相談の重要性は
意識できておらず、授業への貢献
度が低く、受講生と同じ目線で授
業に参加している
・自身の役割のみに集中する ・全
体をまとめることができず、他者
への依存度が高い
・講義資料を作成する際に用いた
参考文献等が明記されておらず、
自身の意見と他者の意見の表現の
区別が明確でない

③総合的な学習経験を通して、創
造的思考力（A.創造能力、B.エン
ジニアリングデザイン能力）を身
につける

・作成した資料や教材に，これま
での知識が十分に活かされており
，そこから新たな知見を得ること
ができる
・教育目標を達成するまでの流れ
がスムーズで，学ぶべきことが最
適に配置された授業を計画，遂行
することができる

・作成した資料や教材に，これま
での知識の多くが活かされている
・達成すべき目標と講義内容が関
連付けられた授業を計画すること
ができる

・指導を受けることによって，こ
れまでの知識を資料や教材に活か
すことができる
 ・教育目標が不明瞭で，講義内容
とのリンクが不十分である

④工学関連分野（機械・電気電子
・情報・生物）の問題発見・解決
方法を身につける。

・授業を通して、工学関連分野
（機械・電気電子・情報・生物
）の問題発見・解決方法が理解で
きる

・資料を使って、工学関連分野
（機械・電気電子・情報・生物
）の問題・解決方法を説明できる

・工学関連分野（機械・電気電子
・情報・生物）の問題と方法の区
別をつけることができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

・興味のあるテーマに対し、実社会における情報収集を行い、その課題・問題点を抽出する。
・全コース混合で数チームを編成し、考えられる課題をグループで集約し、その課題解決のために、必要な要素（技術
、知識）を出し合い、学生が自主的に課題解決に向けた実験計画を行い、その実践に取組む。
・学生がこれまで習得してきた知識・技術を基に、チーム内で協力し合い、エンジニアリングデザイン能力を発揮し、
創造的に製品化に向けた取組を行う
・７週目に、チーム間で設計コンペティションを行い、選ばれた設計につき、後半、チーム別で製品化に取組む。
・最終週は各チームによるコンペティションを実施する。
【複数教員担当方式】

授業の進め方・方法
注意点 １００点満点中６０点以上で単位取得とする。
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画



週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション 科目の概要を理解し、チーム編成と実験計画を立てる
ことができる

2週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

3週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

4週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

5週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

6週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

7週 設計コンペティションを実施する チームで協力して発表することができる

8週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

2ndQ

9週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

10週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

11週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

12週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

13週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

14週 課題の抽出と問題解決に向けた実験・実習と改善、創
作物を制作する チームとして課題に取り組むことができる

15週 チーム別に成果を発表し、全体を総括する チームおよび自身の成果を正しく発信することができ
る

16週 試験は実施しない
評価割合

週報 グループワークへの取
り組み

成果物およびプレゼン
テーション レポート 合計

総合評価割合 30 20 20 30 100
基礎的能力 15 5 5 15 40
専門的能力 5 5 5 5 20
分野横断的能力 10 10 10 10 40



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 バイオテクノロジー
科目基礎情報
科目番号 6015 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材
教材：教員自作プリント、パワーポイントなどプレゼン資料およびビデオ資料 参考図書：Essential細胞生物学原書第
3版（南江堂）、基礎から学ぶ遺伝子工学（羊土社）、これだけはおさえたい生命科学（実教出版）、（キーワード：バ
イオテクノロジー、ES細胞、iPS細胞、COP10、次世代シーケンサー、再生医療、プレシジョン・メディシン、生態学
、産地・品種判別、バイオレメディエーション）

担当教員 池松 真也,磯村 尚子
到達目標
バイオテクノロジーについて理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
バイオテクノロジーとはどういう
ものかを例を挙げて説明できる。

産業応用できるバイオテクノロジ
ーを複数例を挙げて説明できる。

バイオテクノロジーの具体例を挙
げて説明できる。

バイオテクノロジーに関わる事項
の大半について理解できる。

各分野に応用されているバイオテ
クノロジーついて説明できる。

各自の分野に応用できるバイオテ
クノロジーを発見し、説明できる
。

各自の分野に適合するバイオテク
ノロジーを説明できる。

授業で取り挙げたバイオテクノロ
ジーについて理解できる。

バイオテクノロジーの基礎用語・
基礎事項を理解できる。

各授業項目で取り挙げられた基礎
用語や基礎項目を理解し、それら
を使用、利用しバイオテクノロジ
ーを説明できる。

各授業項目で取り挙げられた基礎
用語や基礎項目を理解できる。

各授業項目で取り挙げられた基礎
用語や基礎項目の大半を理解でき
る。

バイオテクノロジーの実際利用を
考えることで情報収集力や経済的
観点での商品開発力を培うことが
できる。

収集した情報をもとに経済的観点
でバイオテクノロジーを応用した
商品開発を提案できる。

バイオテクノロジーと経済という
２つの観点から情報を収集できる
。

バイオテクノロジーについての情
報収集ができる。

各自で企画したヨーグルトを実際
に作製することで、バイオテクノ
ロジーの実際を説明できる。

企画したヨーグルトを作製し、そ
の科学的、経済的利点を説明でき
る。

企画したヨーグルトを作製できる
。

バイオテクノロジーを応用したヨ
ーグルトの作製法を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 この授業は、実務経験者が企業における経験をもとに、バイオテクノロジーの基礎やヨーグルト商品の開発プロセスを

通じたバイオテクノロジーの理解を主に講義形式で行うものである。【オムニバス方式】

授業の進め方・方法

バイオテクノロジー（BT）を理解ために必要な理論・事象などをわかりやすく講義する。最先端のBTをビデオなどの補
助教材を利用して講義するよう努める。BTの倫理的問題をパワーポイント補助教材で実例を紹介し、理解し易いよう講
義する。BTと経済の関係を医薬品開発などを例に挙げ、講義する。BTをヨーグルト商品開発の企画・製作を通して実習
する。
バイオテクノロジーと基礎分野（生態学）および身近な科学分野（環境学、農学・水産学）との関係をわかりやすく講
義することで、バイオテクノロジーへの興味と理解を深める。評価は、定期試験（中間のみ）50%、新規ヨーグルト提
案（企画書・プレゼンテーション）30%、毎回の授業のまとめレポート(質問票)20%とし、満点を100％として評価す
る。60％以上を合格とする。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 バイオテクノロジー概論（担当：池松真也） バイオテクノロジー（BT）の発展の歴史と現状を学ぶ
。

2週 バイオテクノロジーの応用（1）（担当：池松真也） BTが応用されたノーベル賞級の技術について学ぶ。
3週 バイオテクノロジーの応用（2）（担当：池松真也） 再生医療やプレシジョン・メディシンについて学ぶ。
4週 バイオテクノロジーと生命倫理（担当：池松真也） BTの明と暗の例を挙げ、生命倫理について学ぶ。
5週 バイオテクノロジーの新しい潮流（担当：池松真也） ヒトゲノム計画からオーダーメード医療までを学ぶ。
6週 バイオテクノロジーと環境学（担当：磯村尚子） 環境学に関連したバイオテクノロジーを学ぶ。

7週 バイオテクノロジーと環境学（２）（担当：磯村尚子
）

具体例として、次世代シークエンサーを用いた細菌相
解析について学ぶ。

8週 後期中間試験 前半の授業のまとめと理解度の確認。

4thQ

9週 バイオテクノロジーと異分野融合（担当：磯村尚子） 生物資源工学と機械システム工学との共同研究につい
て学ぶ。

10週 バイオテクノロジーの応用（３）（担当：磯村尚子） バイオテクノロジーと泡盛醸造の接点を学ぶ。
11週 バイオテクノロジーの応用（４）（担当：池松真也） 微細藻類でバイオディーゼルを製造することを学ぶ。

12週 バイオテクノロジーの応用（５）（担当：池松真也） 腸内フローラをバイオテクノロジーへ応用することを
学ぶ。

13週 テーマを持ったオリジナル・ヨーグルトの企画（担当
：池松真也）

バイオテクノロジーを応用したヨーグルトの企画書を
作成し、ヨーグルト作製の手順書を作成する。

14週 バイオテクノロジーの実際を説明（担当：池松真也） 企画書したヨーグルトについてプレゼンテーションす
る。

15週 ヨーグルト製作（担当：池松真也） 企画したヨーグルトを実際に制作する。
16週

評価割合



試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 10 0 0 20 20 100
基礎的能力 30 0 0 0 10 0 40
専門的能力 20 0 0 0 0 10 30
社会性（プレゼ
ン・コミュニケ
ーション・
PBL）

0 0 0 0 0 10 10

主体的学修意欲 0 10 0 0 10 0 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 長期インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 6021 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 12
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 玉城 康智
到達目標
①長期間にわたる実務経験を通して、職業意識を向上させ、実社会に必要な素養・協調性・能力・価値観を身につけ、自らのキャリアデザイン
につなげることができる
②高専で学んだことと働くことを関連付けて考え、企業活動の国内外に対する関連性・社会的責任を理解することができる
③就業経験および共同研究・受託研究を通して、研究開発の意義を学び、遂行することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

長期間にわたる実務経験を通して
、職業意識を向上させ、実社会に
必要な素養・協調性・能力・価値
観を身につけ、自らのキャリアデ
ザインにつなげることができる。

実務経験を通し、その内容を理解
し、実社会に必要な素養・協調性
・能力・価値観を身につけ、自ら
のキャリアデザインにつなげるこ
とができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、職業意識を向上させることが
できる

実務経験を通し、その内容を理解
し、日報や報告書に記述すること
ができる
（指示された通りに行動し、指示
された提出物を期日厳守で提出す
る）

高専で学んだことと働くことを関
連付けて考え、企業活動の国内外
に対する関連性・社会的責任を理
解することができる。

実務経験を通し、その内容を理解
し、企業活動の国内外に対する関
連性・社会的責任を理解すること
ができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、高専で学んだことと働くこと
を関連付けて考えることができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、自らの役割（立場）について
日報や報告書に記述することがで
きる
（指示された通りに行動し、指示
された提出物を期日厳守で提出す
る）

就業経験および共同研究・受託研
究を通して、研究開発の意義を学
び、遂行することができる。

実務の内容と意義ついて理解し、
自ら考え、関係者と相談しながら
、実務を遂行することができる、

実務の内容と意義ついて理解し、
関係者と相談しながら、実務を遂
行することができる

実務の内容と意義ついて理解し、
意義に基づいて実務経験をし、そ
の内容を日報や報告書に記述する
ことができる
（指示された通りに行動し、指示
された提出物を期日厳守で提出す
る）

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
学校教育と就業体験の結合により、より高い職業意識を育成し、自主性・創造性溢れる専門性高い人材生成を目指す。
習得した専門知識を生かし、学外における実務研修により、実社会で必要な要素・能力（企画力、計画性、実行力、労
働・契約の意義、コミュニケーション能力、情報管理など）を実践レベルで身につける。
【連携教育科目】

授業の進め方・方法

1. 履修を希望する学生は、各コース科目担当教員の指導を受け、授業計画に基づいて、インターンシップを実施する。
2. 実際の現場で長期にわたって業務を体験することで、実践的な技術を理解する。
3. 長期間にわたる実務経験を通して、職業意識を向上させ、実社会に必要な素養・協調性・能力・価値観を身につける
。
4. 学校教育と就業体験の結合により、より高い職業意識を育成し、自主性・創造性溢れる専門性高い人材生成を目指す
。
5. 習得した専門知識を生かし、学外における実務研修により、実社会で必要な要素・能力（企画力、計画性、実行力、
労働・契約の意義、コミュニケーション能力、情報管理など）を実践レベルで身につける。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 インターンシップの意義と講義の進め方についてガイ
ダンス：1時間 インターンシップに必要な知識やルールを理解できる

2週 企業研究、大学受け入れ先検討
9時間

希望する実習先について詳細なレポートをまとめるこ
とができる

3週 インターンシップ実施
160時間

インターンシップ先での経験を自身のキャリア形成に
活かすことができる

4週 成果報告
10時間 自身の成果を正しく表現できる

5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週



16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 25 25
専門的能力 0 0 0 0 0 25 25
分野横断的能力 0 0 0 0 0 50 50



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 バイオマス利用工学
科目基礎情報
科目番号 6023 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 教材：教員自作プリント、パワーポイントなどプレゼン資料 参考図書：バイオマスハンドブック、バイオマス・エネル
ギー・環境、 （キーワード：Biomass、バイオマス）

担当教員 田邊 俊朗
到達目標
様々な情報収集と、討論による情報交換を行い、バイオマスとその有効利用に必要な前処理技術について理解する。
技術者に必要とされるライフサイエンス・アースサイエンスの知識を有し､自らの工学の分野に関係するより複雑な課題に対しても応用できる。
【II-E ライフサイエ ンス・アースサイエ ンス】【V-B-9 環境】【V-E-6 基礎生物】【V-E-8 生物工学】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

バイオマスとはどういうものかを
説明できる。

バイオマスについて網羅的に説明
できる

複数のバイオマスについて部分的
に説明できる

一部のバイオマスについては、部
分的に説明できる

バイオマスの変換利用に必要な前
処理について説明できる。

バイオマスの前処理について物理
処理、化学処理、生物学的処理、
複合処理について講義内容に基づ
いて全て説明できる。

バイオマスの前処理について
２，３の例を挙げて説明できる。

バイオマスの前処理について部分
的に説明できる。

バイオマスの有効利用が社会に及
ぼす影響を理解する。

バイオマスの有効利用が社会に及
ぼす影響を多面的に捉え深く理解
できる。

バイオマスの有効利用が社会に及
ぼす影響についてある一面からは
良く理解できる。

バイオマスの有効利用が社会に及
ぼす影響に興味を持ち、部分的に
理解できる。

バイオマスの有効利用についての
知見を得る情報収集力と文献読解
力を培い、とりまとめて発表出来
る。

バイオマスの有効利用について多
数の情報収集を行って、その内容
を理解し発表出来る

バイオマスの有効利用について2、
3の情報収集を行い、その内容を理
解して発表出来る。

バイオマスの有効利用について興
味を持ち、毎回1つの文献検索・読
解と報告ができる。

バイオマスの有効利用技術につい
て討論できる。

報告した文献に関する質疑応答を
通してバイオマスの有効利用技術
について討論ができる。

報告した文献に関する質疑応答が
できる。

報告した文献について内容に関す
る質問がなされたら答えられる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 身近なものから始めてバイオマスについて理解できるよう、その変換と利用、解決すべき課題について講義する。
授業の進め方・方法 講義と討論中心ではあるが、理解を深めるために実験・演習も行う。

注意点

科目達成度目標①②③について６０点満点の定期試験を行う。また、普段の学習・理解を重視し、検索した文献情報を
報告させ、質疑応答を行う。各回の討論では、調査課題の発表を10点満点で評価する。またテーマに関連する質疑応答
1回を1点として積算する。定期試験60％、発表10％、質疑応答点合計30％で成績を判断し100点満点中60点以上を合
格とする。
①自学自習欄の予習項目に関する文献検索と読解、報告用まとめの作成を課す。各２時間×15回
②受講者全員の報告内容を共有し、復習としてまとめ報告書の提出を課す。各2時間×15回
この科目の主たる関連科目はバイオテクノロジー（専攻科１年）、酵素化学（専攻科１年）。
（モデルコアカリキュラム）【MCC 5-2-5 II-E】
（学位審査基準の要件による分類・適用）
・専門科目 ① ② ③ ④ A-2群 生物工学の応用に関する科目

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 バイオマスとバイオマス変換とは
バイオマス変換全般について概論を理解する。生態系
における炭素の循環とエネルギーの流れについて説明
できる。地球温暖化の問題点、原因と対策について理
解している。

2週 キチン質の分布と前処理 自然界におけるキチン質の分布と、抽出法を学ぶ。

3週 キチン質関連酵素群 抽出されたキチン質の利用に関わる酵素について知る
。

4週 キチン質誘導体の応用 キチン質オリゴマーの生理活性を学ぶ。免疫系による
生体防御のしくみを理解する。

5週 リグノセルロースの分布と前処理 植物系バイオマスの分布と前処理全般を学ぶ。
6週 リグノセルロースの前処理2 微生物・マイクロ波複合型前処理について知る。

7週 リグノセルロース関連酵素 リグノセルロースの利用に関わる酵素群について学ぶ
。

8週 リグノセルロースの変換1 エタノール変換について学ぶ。

4thQ

9週 リグノセルロースの変換2 メタン変換・水素変換について学ぶ。
10週 廃棄物系バイオマスの変換1 農業系廃棄物の変換利用を学習する。

11週 廃棄物系バイオマスの変換2 工業系廃棄物の変換利用を学ぶ。人間活動と地球環境
の保全について考えることができる

12週 バイオマス変換実験1 シュレッダーで断片化した紙の糖化を実習する。
13週 バイオマス変換実験2 紙-糖化液からのエタノール変換を実習する。
14週 バイオマス変換実験3 エタノール濃度を測定し、変換効率を求める。



15週 食糧と競合しない
バイオマス 未利用かつ非食用資源の変換について学ぶ。

16週 期末試験
評価割合

定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発
表・実技・成果物等） 合計

総合評価割合 60 0 0 40 100
基礎的理解 60 0 0 0 60
応用力（実践・専門・
融合） 0 0 0 0 0

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 40 40

主体的・継続的学習意
欲 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造システム工学セミナー一
般

科目基礎情報
科目番号 6024 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 津村 卓也,谷藤 正一
到達目標
①広い視野・多角的視点から技術に必要な要素を学習し、技術者にとって何が必要かを理解する。
②各講義における目的を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
広い視野・多角的視点から技術に
必要な要素を学習し、技術者にと
って何が必要かを理解する

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を適切にわかりやすく
説明できる

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を説明できる 講義内容を適切に説明できる

各講義における目的を理解する 講義の目的と自らの専門分野を関
連付けて示すことができる

講義の目的と自らの専門分野を関
連性がわかる 講義の目的を示すことができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 学内で開催される技術者講演会や高専機構・３機関連携で配信される技術者講演会を講義の対象とする。したがって、

内容は毎年変更される。

授業の進め方・方法 学内で開催される技術者講演会や高専機構・３機関連携で配信される技術者講演会を講義の対象とする。したがって、
内容は毎年変更される。

注意点
１コマ１５回以上の聴講およびレポート提出で採点対象となる。履修希望者は、事前に担当教員に履修申請を行い、教
務係で集中講義履修の手続きを行う。
【レポート内容必須事項】講演会日時、タイトル、講演者、講演内容の目的、講演内容、講義から得られた知見

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

2週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

3週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

4週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

5週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

6週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

7週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

8週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

2ndQ

9週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

10週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

11週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

12週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

13週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

14週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

15週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

16週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

後期 3rdQ

1週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

2週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

3週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る



4週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

5週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

6週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

7週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

8週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

4thQ

9週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

10週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

11週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

12週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

13週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

14週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

15週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 50 50
専門的能力 0 0 0 0 0 50 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造システム工学セミナー専
門

科目基礎情報
科目番号 6025 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 津村 卓也,谷藤 正一
到達目標
①専門分野に特化した技術に必要な要素を学習し、技術者にとって何が必要かを理解する。
②各講義における目的を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
専門分野に特化した技術に必要な
要素を学習し、技術者にとって何
が必要かを理解する

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を適切にわかりやすく
説明できる

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を説明できる 講義内容を適切に説明できる

各講義における目的を理解する 講義の目的と自らの専門分野を関
連付けて示すことができる

講義の目的と自らの専門分野を関
連性がわかる 講義の目的を示すことができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
協定校や連携企業で実施される専門分野を主とした講義・インターンシップなどで実習以外の講習・講義などの履修も
可とする。単位数は、受講時間によって異なり、３０時間：２単位、６０時間：４単位、９０時間：６単位、１２０時
間：８単位を付与する。

授業の進め方・方法 受講先でレポートなどを提出し、受講証明を発行してもらう。

注意点
履修希望者は、事前に担当教員に履修申請を行い、教務係で集中講義履修の手続きを行う。
【レポート内容必須事項】受講時間、受講内容、講義から得られた知見。受講先で提出したレポートや課題、受講先か
らの受講証明を添付すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 講義内容説明・ガイダンス
1時間：派遣先で指定する講義

講義内容を十分に理解し，簡潔にまとめることができ
る

2週 各派遣先での講義
30～120時間：派遣先での講義

講義内容を十分に理解し，報告書及びプレゼン資料を
的確に作成することができる

3週 最終レポート
2時間

定められた書式で，的確にレポートをまとめることが
できる

4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週



15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 30 30
専門的能力 0 0 0 0 0 70 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 品質・安全マネジメント特論
科目基礎情報
科目番号 6033 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教員自作プリント及びパワーポイント
担当教員 眞喜志 隆,中平 勝也,玉城 龍洋,伊東 昌章,沖田 紀子
到達目標
①工業製品の品質及び安全に関する基本的な考え方を学び、実践することができる。
②製造における品質及び安全マネジメントの重要性、並びに製造責任や倫理観について理解し、実践することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 日地洋最低限な到達レベルの目安
(可)

各種工業製品の品質管理に関する
知識を身につけ，定量的に記述・
解析することができる（機Ａ-2、
情Ａ-2、メＡ-1,C-2、生Ａ-2）

授業で学習した内容と関連付けな
がら、ISO9001シリーズ、UL等の
製品安全規格の概要について、そ
れらの要点を説明できる。

教材・参考図書等に従い、
ISO9001シリーズ、UL等の製品安
全規格の概要について、その要点
を多角的に説明できる。

講義資料・参考図書等を参照しな
がら、ISO9001シリーズ、UL等の
製品安全規格の概要について説明
できる。

製品安全に関する知識を身につけ
，定量的に記述・解析することが
できる（機Ａ-2,C-2、情Ａ-2,C-
2、メＡ-1,C-2、生Ａ-2,C-1）

授業で学習した内容と関連付けな
がら、品質・安全管理に関する手
法について、それらの要点を説明
できる。

教材・参考図書等に従い、品質・
安全管理に関する手法について、
その要点を多角的に説明できる。

講義資料・参考図書等を参照しな
がら、品質・安全管理に関する手
法について基本的な用語や考え方
を説明できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は、品質管理、安全管理について実務経験者がそれぞれの企業における経験を活かした講義を行うとともに、
全１５週のうちの４週の授業は、企業で品質管理等の業務に従事するする者が担当する。
①工業製品の品質及び安全に関する基本的な考え方を学ぶ。
②製造における品質及び安全マネジメントの重要性、並びに製造責任や倫理観について理解する。
【オムニバス方式】

授業の進め方・方法

各コース分野に関わりの深い工業製品を題材に、各コースの担当教員がオムニバス形式で講義をおこなう。
大まかな講義の方針
①各学科で計１１回＋航空で４回で行う。
②各学科分には技術史を入れる。
③各学科でグループワークを入れる。

注意点 製品安全、ものつくり、食品、ソフトウェアの各分野について、品質・安全に関する課題レポートにて理解度を見る。
　（各25％）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス・組織における品質と安全のマネジメント
(航）

品質と安全の概念と、ISOマネジメントシステムの考
え方を説明できる

2週 生産工程における品質と安全(航) ものづくりの現場における品質の管理と安全の管理の
概要を説明できる

3週 製品安全規格(航) 機械および電気設備の製品安全規格（UL等）の概要を
説明できる

4週 電気・電子分野 半導体や電子デバイスのハードウェア設計を例に企業
側の視点を理解できる

5週 情報分野 ソフトウェアに関連した、品質・安全管理に対する企
業側の視点を理解できる

6週 生物分野① 食品偽装問題を例に、食品の品質や安全に対する企業
側の視点を理解できる

7週 生物分野② 食品偽装問題を例に、食品の品質や安全に対する企業
側の視点を理解できる

8週 技術史（機械分野） 機械分野における技術史の概要を説明できる

4thQ

9週 技術史（電気・電子分野） 電子通信分野における技術史の概要を説明できる

10週 航空分野① 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

11週 航空分野② 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

12週 航空分野③ 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

13週 航空分野④ 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

14週 技術史（情報分野） 情報分野における技術史の概要を説明できる
15週 技術史（生物資源分野） 生物資源分野における技術史の概要を説明できる
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 0 30 0 0 0 70 100
基礎的能力 0 10 0 0 0 15 25



専門的能力 0 10 0 0 0 15 25
分野横断的能力 0 10 0 0 0 40 50



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 特別研究IA
科目基礎情報
科目番号 6401_a 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 3
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 3
教科書/教材 教員が配布する資料 各研究関連論文、資料、マニュアルなど
担当教員 池松 真也,伊東 昌章,平良 淳誠,濱田 泰輔,田中 博,磯村 尚子,三宮 一宰,田邊 俊朗,玉城 康智,嶽本 あゆみ,萩野 航
到達目標
①研究テーマにおいて解決すべき課題を認識し、目的・目標を設定できること
②課題解決のための研究計画を立案し、それに基づき研究を自主的に遂行できること
③これまで学んだ知識を総合し、問題解決ができること
④技術者・研究者としての社会的責任を自覚し、倫理観をもって研究に取り組めること
⑤研究に関係する他者と協調して研究遂行するためのコミュニケーションができること
⑥研究内容を論文として論理的で簡潔な科学技術文章としてまとめるとともに、他者に明確に説明できるプレゼンテーション能力を身につける
こと
【Ⅱ-D】自らの専門工学の課題に対して利用できる化学実験の基本を理解して実験を遂行し、結果の整理と考察ができる。
【Ⅱ-E】技術者に必要とされるライフサイエンス・アースサイエンスの基礎知識を有し、自らの工学の分野に関係するより複雑な課題や現象の
理解に対しても応用できる。
【Ⅳ】工学リテラシー（各種基本的データ測定法、データ処理）、技術者倫理（法令遵守を含む）、知的財産、持続可能性、情報倫理、技術史
、グローバリゼーション、異文化(多文化）理解のための知識を有し、技術者としてより複雑な課題において活用できる。
【V-E-3】気体・液体・固体の定性・定量分析に用いる代表的な機器分析法を理解している。
目的に応じて分析機器を選択し、測定データからデータ解析することができる。
【V-E-6】基礎生物に関する知識を、自らの専門分野のより複雑な工学の問題に適用できる。【V-E-7】生物化学の知識を、自らの専門分野のよ
り複雑な工学の問題に適用できる。
【V-E-8】バイオテクノロジーを適用する方法や原理を理解するとともに、社会に与える影響に関して理解している。
【VI-E-1】化学・生物系分野の内容を含むより複雑な課題を解決するための実験自習計画を自ら計画し、実験結果の整理と考察ができる。
【VIII-A】相手を理解した上で、説明の方法を工夫しながら、自分の意見や考えをわかりやすく伝え、十分な理解を得ている。
【VIII-B】目的達成のために、考えられる提案の中からベターなものを選び合意形成の上で実現していくことができ、さらに、合意形成のため
の支援ができる。
【VIII-C】ICTやICTツール、文書等を自らの専門分野において情報収集や情報発信に活用できる。
【VIII-D】現状と目標を把握し、その乖離の中に課題を見つけ、課題の因果関係や優先度を理解し、発見した課題について主要な原因を見出し
、論理的に解決策を立案し、具体的な実行策を絞り込むことができる。
【VIII-E】複雑な事象の本質を整理し、構造化（誰が見てもわかりやすく）できる。結論の推定をするために、必要な条件を加え、要約・整理
した内容から多様な観点を示し、自分の意見や手順を論理的に展開できる。
【IX-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係している技術が社会や自然に及ぼす
影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受
け入れられるよう行動できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

研究テーマにおいて解決すべき課
題を認識し、目的・目標を設定で
きること

研究背景に基づいて課題を理解し
、目標設定ができている

研究背景に基づいて、目標設定が
できている

研究・履修計画書、口頭発表、研
究報告書において、目標を述べて
いる

課題解決のための研究計画を立案
し、それに基づき研究を自主的に
遂行できること

研究課題に対して、自らの研究の
位置づけを理解し、解決すべき課
題に優先順位をつけて研究計画を
立て、それに基づいて研究を遂行
できる

研究課題に対して、自らの適性を
考え、教員と相談して、研究計画
を立て、それに基づいて研究を遂
行できる

進捗状況を報告することができる

これまで学んだ知識を総合し、問
題解決ができること

実験・実習結果から問題点を見出
し、問題解決につなげることがで
きる

実験・実習結果から問題点を見出
し教員と相談して、問題解決に繋
げることができる

図表を駆使して、自らの成果を説
明できる

技術者・研究者としての社会的責
任を自覚し、倫理観をもって研究
に取り組めること

社会的に影響のある研究内容につ
いては、指導教員などに相談する
ことができる

他者の成果や文献を引用し、それ
を適切に示すことができる

"他者の成果や文献を引用すること
ができる
社会的に影響のある内容の分別を
つけることができる"

研究に関係する他者と協調して研
究遂行するためのコミュニケーシ
ョンができること

研究に対する質問やコメントなど
を真摯に受け止め、議論すること
ができる

研究に対する質問やコメントなど
に回答することができる

研究室のゼミや研究打合せなどを
行うことができる

研究内容を論文として論理的で簡
潔な科学技術文章としてまとめる
とともに、他者に明確に説明でき
るプレゼンテーション能力を身に
つけること

"研究内容を論理的に研究報告書と
してまとめることができる
また、その内容を簡潔にまとめて
プレゼンテーションすることがで
きる"

研究成果を論文としてまとめるこ
とができる

中間発表や最終発表だけでなく、
学会などで発表することができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
特別研究では、設定したテーマに関して、これまで講義や実験などで学んできた学修科目との関連性を考えながら、問
題点や課題点を抽出し、課題の設定、実験計画の策定、実験実施、結果分析の一連のプロセスを自主的、計画的に遂行
できる能力を育成する。
【複数教員担当方式】

授業の進め方・方法

課題テーマに関する報告書・論文の作成と発表を通じて論理的で簡潔な科学技術文書の作成技術、明瞭で的確な表現に
よるプレゼンテーションの能力を身につける。
(学位専攻の区分)
生物工学：生物資源工学コース
①論文・資料調査各2時間×15週
②研究計画書と実験ノート・研究日誌の作成各1時間×15週
③実験や実習（予備実験・追加実験など）適宜



注意点

成績の評価は以下の方法で実施する。
研究・履修計画書(10%)、実験ノートおよび研究日誌による進捗状況報告(30%)、口頭発表および質疑応答(20%)、研
究報告書(40%)

（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は生物資源工学科科目関連図一覧表を参照のこと。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標：
（学位審査基準の要件による分類・適用）
専門科目 ① ② ③ ④ B群 生物工学に関する実験・実習科目
 ○生物工学に関する実験・実習科目研究テーマ一覧：
・沖縄生物資源の機能性評価及び産業への応用研究（池松　真也教授）
・生物資源由来機能性成分の解析に関する研究（伊東　昌章教授）
・機能性生物代謝物質の探索と機構解明および活用に関する研究（平良　淳誠教授）
・亜熱帯生物資源の食品への応用研究（田中　博教授）
・沖縄海洋生物の遺伝的多様性及び機能性評価と保全への応用（磯村　尚子准教授）
・ストレス耐性作物作出のための遺伝子解析（三宮　一宰准教授）
・衝撃波による瞬間的高圧の生物系への応用研究（嶽本　あゆみ准教授）
・酵素に関する研究とバイオマスの有効利用への応用研究（田邊　俊朗准教授）
・泡盛醸造における伝統的技術の解明と応用（玉城　康智准教授）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 研究背景の確認 研究の社会的・技術的背景を確認する
2週 研究課題設定と方法の確認 背景に基づき課題設定と研究方法を確認する
3週 研究計画の立案 研究計画を立案し、研究・履修計画書を提出する

4週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

5週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

6週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

7週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

8週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

2ndQ

9週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

10週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

11週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

12週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

13週 発表スライドの作成 研究成果を口頭発表用のスライドにまとめる
14週 研究の口頭発表 口頭発表と質疑応答を行う。
15週 研究報告書の作成 研究報告書を作成し、提出する。
16週

評価割合
定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発

表・実技・成果物等） 合計

総合評価割合 0 0 0 100 100
基礎的理解 0 0 0 20 20
応用力（実践・専門・
融合） 0 0 0 40 40

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 20 20

主体的・継続的学習意
欲 0 0 0 20 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 特別研究IB
科目基礎情報
科目番号 6401_b 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 3
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 3
教科書/教材 教員が配布する資料 各研究関連論文、資料、マニュアルなど
担当教員 池松 真也,伊東 昌章,平良 淳誠,濱田 泰輔,田中 博,磯村 尚子,三宮 一宰,田邊 俊朗,玉城 康智,嶽本 あゆみ,萩野 航
到達目標
①研究テーマにおいて解決すべき課題を認識し、目的・目標を設定できること
②課題解決のための研究計画を立案し、それに基づき研究を自主的に遂行できること
③これまで学んだ知識を総合し、問題解決ができること
④技術者・研究者としての社会的責任を自覚し、倫理観をもって研究に取り組めること
⑤研究に関係する他者と協調して研究遂行するためのコミュニケーションができること
⑥研究内容を論文として論理的で簡潔な科学技術文章としてまとめるとともに、他者に明確に説明できるプレゼンテーション能力を身につける
こと
【Ⅱ-D】自らの専門工学の課題に対して利用できる化学実験の基本を理解して実験を遂行し、結果の整理と考察ができる。
【Ⅱ-E】技術者に必要とされるライフサイエンス・アースサイエンスの基礎知識を有し、自らの工学の分野に関係するより複雑な課題や現象の
理解に対しても応用できる。
【Ⅳ】工学リテラシー（各種基本的データ測定法、データ処理）、技術者倫理（法令遵守を含む）、知的財産、持続可能性、情報倫理、技術史
、グローバリゼーション、異文化(多文化）理解のための知識を有し、技術者としてより複雑な課題において活用できる。
【V-E-3】気体・液体・固体の定性・定量分析に用いる代表的な機器分析法を理解している。
目的に応じて分析機器を選択し、測定データからデータ解析することができる。
【V-E-6】基礎生物に関する知識を、自らの専門分野のより複雑な工学の問題に適用できる。【V-E-7】生物化学の知識を、自らの専門分野のよ
り複雑な工学の問題に適用できる。
【V-E-8】バイオテクノロジーを適用する方法や原理を理解するとともに、社会に与える影響に関して理解している。
【VI-E-1】化学・生物系分野の内容を含むより複雑な課題を解決するための実験自習計画を自ら計画し、実験結果の整理と考察ができる。
【VIII-A】相手を理解した上で、説明の方法を工夫しながら、自分の意見や考えをわかりやすく伝え、十分な理解を得ている。
【VIII-B】目的達成のために、考えられる提案の中からベターなものを選び合意形成の上で実現していくことができ、さらに、合意形成のため
の支援ができる。
【VIII-C】ICTやICTツール、文書等を自らの専門分野において情報収集や情報発信に活用できる。
【VIII-D】現状と目標を把握し、その乖離の中に課題を見つけ、課題の因果関係や優先度を理解し、発見した課題について主要な原因を見出し
、論理的に解決策を立案し、具体的な実行策を絞り込むことができる。
【VIII-E】複雑な事象の本質を整理し、構造化（誰が見てもわかりやすく）できる。結論の推定をするために、必要な条件を加え、要約・整理
した内容から多様な観点を示し、自分の意見や手順を論理的に展開できる。
【IX-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係している技術が社会や自然に及ぼす
影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受
け入れられるよう行動できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

研究テーマにおいて解決すべき課
題を認識し、目的・目標を設定で
きること

研究背景に基づいて課題を理解し
、目標設定ができている

研究背景に基づいて、目標設定が
できている

研究・履修計画書、口頭発表、研
究報告書において、目標を述べて
いる

課題解決のための研究計画を立案
し、それに基づき研究を自主的に
遂行できること

研究課題に対して、自らの研究の
位置づけを理解し、解決すべき課
題に優先順位をつけて研究計画を
立て、それに基づいて研究を遂行
できる

研究課題に対して、自らの適性を
考え、教員と相談して、研究計画
を立て、それに基づいて研究を遂
行できる

進捗状況を報告することができる

これまで学んだ知識を総合し、問
題解決ができること

実験・実習結果から問題点を見出
し、問題解決につなげることがで
きる

実験・実習結果から問題点を見出
し教員と相談して、問題解決に繋
げることができる

図表を駆使して、自らの成果を説
明できる

技術者・研究者としての社会的責
任を自覚し、倫理観をもって研究
に取り組めること

社会的に影響のある研究内容につ
いては、指導教員などに相談する
ことができる

他者の成果や文献を引用し、それ
を適切に示すことができる

"他者の成果や文献を引用すること
ができる
社会的に影響のある内容の分別を
つけることができる"

研究に関係する他者と協調して研
究遂行するためのコミュニケーシ
ョンができること

研究に対する質問やコメントなど
を真摯に受け止め、議論すること
ができる

研究に対する質問やコメントなど
に回答することができる

研究室のゼミや研究打合せなどを
行うことができる

研究内容を論文として論理的で簡
潔な科学技術文章としてまとめる
とともに、他者に明確に説明でき
るプレゼンテーション能力を身に
つけること

"研究内容を論理的に研究報告書と
してまとめることができる
また、その内容を簡潔にまとめて
プレゼンテーションすることがで
きる"

研究成果を論文としてまとめるこ
とができる

中間発表や最終発表だけでなく、
学会などで発表することができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
特別研究では、設定したテーマに関して、これまで講義や実験などで学んできた学修科目との関連性を考えながら、問
題点や課題点を抽出し、課題の設定、実験計画の策定、実験実施、結果分析の一連のプロセスを自主的、計画的に遂行
できる能力を育成する。
【複数教員担当方式】

授業の進め方・方法

課題テーマに関する報告書・論文の作成と発表を通じて論理的で簡潔な科学技術文書の作成技術、明瞭で的確な表現に
よるプレゼンテーションの能力を身につける。
(学位専攻の区分)
生物工学：生物資源工学コース
①論文・資料調査各2時間×15週
②研究計画書と実験ノート・研究日誌の作成各1時間×15週
③実験や実習（予備実験・追加実験など）適宜



注意点

成績の評価は以下の方法で実施する。
研究・履修計画書(10%)、実験ノートおよび研究日誌による進捗状況報告(30%)、口頭発表および質疑応答(20%)、研
究報告書(40%)

（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は生物資源工学科科目関連図一覧表を参照のこと。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標：
（学位審査基準の要件による分類・適用）
専門科目 ① ② ③ ④ B群 生物工学に関する実験・実習科目
 ○生物工学に関する実験・実習科目研究テーマ一覧：
・沖縄生物資源の機能性評価及び産業への応用研究（池松　真也教授）
・生物資源由来機能性成分の解析に関する研究（伊東　昌章教授）
・機能性生物代謝物質の探索と機構解明および活用に関する研究（平良　淳誠教授）
・亜熱帯生物資源の食品への応用研究（田中　博教授）
・沖縄海洋生物の遺伝的多様性及び機能性評価と保全への応用（磯村　尚子准教授）
・ストレス耐性作物作出のための遺伝子解析（三宮　一宰准教授）
・衝撃波による瞬間的高圧の生物系への応用研究（嶽本　あゆみ准教授）
・酵素に関する研究とバイオマスの有効利用への応用研究（田邊　俊朗准教授）
・泡盛醸造における伝統的技術の解明と応用（玉城　康智准教授）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 研究背景の確認 研究の社会的・技術的背景を確認する
2週 研究課題設定と方法の確認 背景に基づき課題設定と研究方法を確認する
3週 研究計画の立案 研究計画を立案し、研究・履修計画書を提出する

4週 研究（調査・実験・考察）の実行 調査・実験・考察を行い、課題解決に向けた取り組み
をする

5週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

6週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

7週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

8週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

4thQ

9週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

10週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

11週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

12週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

13週 発表スライドの作成 研究成果を口頭発表用のスライドにまとめる
14週 研究の口頭発表 口頭発表と質疑応答を行う
15週 研究報告書の作成 研究報告書を作成し、提出する。
16週

評価割合
定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発

表・実技・成果物等） 合計

総合評価割合 0 0 0 100 100
基礎的理解 0 0 0 20 20
応用力（実践・専門・
融合） 0 0 0 40 40

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 20 20

主体的・継続的学習意
欲 0 0 0 20 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 資源生物機能形態学
科目基礎情報
科目番号 6405 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教員自作プリント及びパワーポイントによるプレゼンテーション資料　参考図書：染色・バイオイメージング実験ハン
ドブック（高田他2006、羊土社）、新　染色法のすべて（「Medical Technology」別冊・医歯薬出版）

担当教員 磯村 尚子,渡邊 謙太
到達目標
"生物組織を用いた標本作製作業を通して，形態学の観点から生物の機能について理解し説明でき，また，標本作製を行うことができることを目
標とする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
資源生物を主材料に用い、様々な
形態と構造を観察できる。地域や
社会で役立つ生物の情報を形態の
面から収集することができる．

地域に特有の生物資源の形態と構
造を観察し、有用な情報へとして
収集することができる。

地域に特有の生物を材料とし、様
々な形態と構造を観察できる。

身近な生物を材料として収集し、
観察の準備ができる。

材料の選定、固定から染色・封入
までの一連の作業について学習し
、パラフィン切片作製法の基礎を
操作できる．

パラフィン切片の作製作業の理論
的な事を理解し、きれいな標本を
作製することができる。

パラフィン切片作製の一連の作業
を操作できる。

パラフィン切片作製までの一連の
作業を説明できる。

光学・走査型・透過型電子顕微鏡
写真の観察を通して、ミクロから
マクロな形態と機能との関連を考
察することができる．

観察対象によって使用する電子顕
微鏡を選択でき、ミクロとマクロ
の形態と機能の関連を考察できる
。

電子顕微鏡を用いてミクロな形態
の観察ができ、その形態をレポー
トすることができる。

電子顕微鏡の種類や機能を説明で
きる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
"本授業では、形態学や組織学の手法を用いて生物の持つ機能について学ぶ。
材料には資源生物を多く用いる．
実習を通して、固定・脱水・透徹・包埋・薄切・染色を学び、パラフィン切片を作製できるようにする。
実験・実習を行う場合、原則として白衣を着用する．

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業概要、進め方、準備等の説明
2週 海産生物の解剖 海産生物の解剖を行い、その内部構造について学ぶ
3週 組織切片作製1 組織切片作製の手順について学習する
4週 組織切片作製2 固定法の種類と手順について学ぶ
5週 組織切片作製3 脱水、透徹、包埋について学ぶ
6週 組織切片作製4 薄切について学ぶ
7週 組織切片作製5 ヘマトキシリン・エオシン染色、封入について学ぶ
8週 組織切片作製6 組織切片の検鏡、スケッチを行う

2ndQ

9週 組織切片作製7 写真撮影、他の染色法について学ぶ
10週 作製標本の評価 作製された切片や写真を用いた総合所見について学ぶ
11週 電子顕微鏡1 透過型および走査型電子顕微鏡観察法について学ぶ
12週 電子顕微鏡2 走査型電子顕微鏡による観察を行う
13週 植物組織の観察 動物と植物の細胞・組織の違いについて学ぶ
14週 骨格標本の観察 骨格を持つ生物の骨格標本の観察法について学ぶ

15週 SEM・植物観察・骨格観察について発表 生物の体構造の違いについて理解したことをまとめ、
発表する

16週 期末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 10 70
専門的能力 20 0 0 0 0 10 30
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 分子生物学II
科目基礎情報
科目番号 6406 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教員作成PPT・プリント
担当教員 三宮 一宰
到達目標
分子生物学の応用を理解する。
【V-E-6】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安(可)
DNAの損傷・DNAの修復・突然変
異・進化論を十分理解し、その知
識を、社会の課題解決に適用する
ことが考えられる。

DNAの損傷・DNAの修復・突然変
異・進化論を理解し、その知識を
、社会の課題と結びつけて考えら
れる。

DNAの損傷・DNAの修復・突然変
異・進化論を理解している。

トランスポゾン・免疫グロブリン
遺伝子・ホメオティック遺伝子を
十分理解し、その知識を、社会の
課題解決に適用することが考えら
れる。

トランスポゾン・免疫グロブリン
遺伝子・ホメオティック遺伝子を
理解し、その知識を、社会の課題
と結びつけて考えられる。

トランスポゾン・免疫グロブリン
遺伝子・ホメオティック遺伝子を
理解している。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
分子生物学ＩＩでは、本科5年次までの専門関連科目（生化学、生化学実験、遺伝子工学、遺伝子工学実験、分子生物学
）で学んだことを基礎として、DNAの損傷、突然変異、進化、トランスポゾン、免疫グロブリン、ホメオティック遺伝
子、を理解する。専門知識の応用および社会との関連、を理解する。

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 遺伝子組換え実験 カルタヘナ法を学ぶ。
2週 DNAの損傷 DNA損傷の詳細を学ぶ。
3週 DNAの修復I DNA修復の基礎を学ぶ。
4週 DNAの修復II DNA修復の詳細を学ぶ。
5週 突然変異I 突然変異の基礎を学ぶ。
6週 突然変異II 染色体異常を学ぶ。
7週 進化論I ダーウィンの進化論を学ぶ。
8週 進化論II 分子進化の中立説を学ぶ。

2ndQ

9週 進化論III 現代の進化論を学ぶ。
10週 進化論IV 利己的な遺伝子を学ぶ。
11週 トランスポゾン トランスポゾンを学ぶ。
12週 免疫グロブリン 免疫グロブリンを学ぶ。
13週 ホメオティック遺伝子 ホメオティック遺伝子を学ぶ。
14週 エピジェネティックス エピジェネティックスを学ぶ。
15週 ノンコーディングRNA ノンコーディングRNAを学ぶ。
16週 期末試験 期末試験を行う。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 30
専門的能力 60 0 0 0 0 0 60
分野横断的能力 10 0 0 0 0 0 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 無機化学
科目基礎情報
科目番号 6408 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 無機化学-その現代的アプローチ-第２版（東京化学同人）
担当教員 濱田 泰輔
到達目標
生物無機化学，固体化学の基礎となる無機化学を理解する。【V-E-2】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な到達レベルの目安(可
)

無機化学の基礎を習得する。 原子の構造や周期律，結合状態に
ついて理解し説明できる。

原子の構造や周期律，結合状態に
ついて理解できる。

原子の構造や周期律について理解
できる。

錯体化学の基礎を習得する。 錯体の構造，性質，形成される理
論を理解し説明できる。

錯体の構造，性質，形成される理
論を理解できる。 錯体の構造や性質を理解できる。

金属元素と生物の関連を理解する
。

金属元素と生物との関わり，金属
元素の作用を理解し説明でき，社
会での利用されている分野を示す
ことができる。

金属元素と生物との関わり，金属
元素の作用を理解し説明できる。

金属元素と生物との関わり，金属
元素の作用を理解ができる。

金属元素と環境の関係を理解する
。

金属元素と環境との関わり，金属
元素の作用を理解し説明でき，社
会での利用されている分野を示す
ことができる。

金属元素と環境との関わり，金属
元素の作用を理解し説明できる。

金属元素と環境との関わり，金属
元素の作用を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
生理学，医学，薬学へ応用される生物無機化学。材料科学，電気/電子工学へ応用される固体化学，固体物理化学の基礎
となる無機化学を講義する。
遷移金属元素を含んだ無機化合物の機能を解説し，無機物質と生物や環境との接点を理解する。

授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 原子の構造(1) 原子の構造を理解する。
2週 原子の構造(2) 原子の構造と電子配置を理解する。
3週 化学結合(1) 共有結合と分子軌道を理解する。
4週 化学結合(2) 化学結合と分子の構造を理解する。
5週 元素の性質(1) 元素各論を理解する。
6週 元素の性質(2) 元素各論を理解する。
7週 元素の性質(3) 元素各論を理解する。
8週 錯体の化学(1) 錯体を理解する。

4thQ

9週 錯体の化学(2) 錯体の構造と配位子を理解する。
10週 錯体の化学(3) 錯体の原子価結合理論理論を理解する。
11週 錯体の化学(4) 錯体の結晶場理論、配位子場理論を理解する。

12週 生命と無機化学(1) 生体に関連した金属元素に関してバイオミネラリゼー
ションや無機生体材料を理解する

13週 生命と無機化学(2) 生体に関連した金属元素に関してバイオミネラリゼー
ションや無機生体材料を理解する

14週 環境と無機化学(1) 地球環境における無機物質としての光触媒、ゼオライ
トなどの性質と応用を理解する。

15週 環境と無機化学(2) 地球環境における無機物質としての光触媒、ゼオライ
トなどの性質と応用を理解する。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 応用微生物学
科目基礎情報
科目番号 6410 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プレゼン資料、配布資料 　参考資料：微生物学入門（多田宜文，コロナ社）、微生物利用の大展開（NTS）
担当教員 玉城 康智
到達目標
微生物工学の性質と役割を学び，各種有用物質の工業的発酵生産法を理解し、バイオマスからの微生物を利用したエネルギー抽出法や微生物を
利用した環境浄化法について理解することを目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

微生物による各種発酵、特殊な微
生物、微生物による環境浄化につ
いて専門知識を身につける。

微生物による各種発酵、特殊な微
生物、微生物による環境浄化につ
いて授業で学んだことだけではな
く自学自習で得た専門知識も理解
し記述で説明できる。

授業で学んだ微生物による各種発
酵、特殊な微生物、微生物による
環境浄化について理解し記述で説
明できる。

授業で学んだ微生物による各種発
酵、特殊な微生物、微生物による
環境浄化について基礎的事項を理
解している。

微生物を利用した資源活用に係わ
る応用技術についての専門知識を
身につける。

微生物を利用した資源活用に係わ
る応用技術について授業で学んだ
ことだけではなく自学自習で得た
専門知識も理解し記述で説明でき
る。

微生物を利用した資源活用に係わ
る応用技術について理解し記述で
説明できる。

微生物を利用した資源活用に係わ
る応用技術について基礎的事項を
理解している。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 微生物の基礎に関して復習し、各種有用物質の工業的発酵生産方法について学ぶ。また、極限微生物など特殊な微生物

の耐性機構、バイオマスからの微生物を利用したエネルギー抽出法、微生物を利用した環境浄化方法について学ぶ。
授業の進め方・方法 微生物利用について講義形式で学習する。学習内容を踏まえて、調査事項をPBL発表する。
注意点 この科目の主たる関連科目は、生物資源工学科科目関連図一覧表を参照のこと。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業内容,評価方法についてのガイダンス
2週 発酵について 発酵の定義,歴史,発酵形式
3週 発酵と呼吸 微生物の呼吸,発酵式,発酵代謝
4週 光合成微生物 光合成微生物の代謝
5週 発酵と醸造 発酵微生物,醸造微生物
6週 発酵制御Ⅰ 発酵プロセス,発酵の制御手法
7週 発酵制御Ⅱ 発酵制御に関する調査（PBL）
8週 極限環境微生物 極限環境微生物の種類と耐性機構

2ndQ

9週 バイオマス資源 バイオマスの種類,エネルギー抽出法
10週 生物的水素,メタンの生産 微生物による水素,メタン生成機構
11週 炭化水素の生産 微生物による炭化水素類の生産

12週 ﾊﾞｲｵﾚﾒﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ Ⅰ 排水,土壌の浄化,微生物を用いた廃水処理・ﾊﾞｲｵﾚﾒﾃﾞｨ
ｴｰｼｮﾝ

13週 ﾊﾞｲｵﾚﾒﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ Ⅱ 活性汚泥法
14週 ﾊﾞｲｵﾚﾒﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ Ⅲ 重金属処理,農薬分解,金属回収,脱臭
15週 ﾊﾞｲｵﾚﾒﾃﾞｨｴｰｼｮﾝ Ⅳ バイオテクノロジー環境修復応用例の調査（PBL)
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 0 60
専門的能力 30 10 0 0 0 0 40
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 酵素化学
科目基礎情報
科目番号 6412 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教材：教員自作プリント、パワーポイントなどプレゼン資料 参考図書：酵素、酵素の化学、最新酵素利用技術と応用展
開 （キーワード：酵素、タンパク質、enzyme、bioreactor）

担当教員 田邊 俊朗
到達目標
バイオテクノロジーについてその方法の原理を理解するとともに、社会に与える影響に関して学ぶ。特に酵素およびタンパク質について化学的
な面から理解する。
基礎から産業応用まで、これまでの知見を理解し文章を書いて説明し、さらに学習した知見をもとに討論ができる。
【V-E-7 生物化学】【V-E-8 生物工学】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

酵素およびタンパク質について化
学的な面から、理解する。

酵素化学・タンパク質化学につい
て複数の情報を理解・吟味した上
で公平に記述でき内容について討
論ができる。

酵素化学・タンパク質化学につい
て複数の情報を得て記述し、内容
について質疑応答ができる。

酵素化学・タンパク質化学につい
て情報収集し、記述できる。

酵素の利用技術と産業応用につい
て、10年以上前の知見を理解し説
明することができる。

酵素の利用技術と産業応用につい
て文献調査を行い、内容について
よく理解し討論ができる。

酵素の利用技術と産業応用につい
て文献調査を行い、内容について
質疑応答ができる。

酵素の利用技術と産業応用につい
て文献調査を行い、報告できる。

最近10年間の新しい酵素の利用技
術と産業応用について学び、説明
ができる。

最近10年間の新しい酵素の利用技
術と産業応用について文献調査を
行い、内容についてよく理解し討
論ができる。

最近10年間の新しい酵素の利用技
術と産業応用について文献調査を
行い、内容について質疑応答がで
きる。

最近10年間の新しい酵素の利用技
術と産業応用について文献調査を
行い、報告できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 酵素化学では、生物分析化学および生物工学の基礎知識を基に広範な酵素の産業応用について学ぶ。

授業の進め方・方法
情報収集力、情報処理力、思考力、コミュニケーション能力を総合的に育成するため、毎回の授業で討論を取り入れる
。普段の学習・理解を重視し、授業内容に関するプレゼンテーションを学生に行わせる。これをもとに学生同士による
発表と討論を行う。各回の討論では、自習内容の発表を１０点、テーマに関連する質問や発言1回以上で討論参加点を
10点とする。発表点と討論参加点合計を１００点満点で換算し、100点満点中60点以上を合格とする。

注意点

文献検索が必須であるので、毎回ノートパソコンを持参すること。
この科目の主たる関連科目はタンパク質工学(5年)、バイオマス利用工学(専攻科1年)である。
（モデルコアカリキュラム）V-E-7 生物化学、V-E-8 生物工学
（学位審査基準の要件による分類・適用）
専門科目 ①②③④ A-1群 生化学に関する科目

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 酵素化学概論

酵素化学の授業ガイダンス
MCC V-E-7 生物化学 タンパク質、核酸、多糖がそれ
ぞれモノマーによって構成されていることを説明でき
る。
MCC V-E-7 生物化学 タンパク質の機能をあげること
ができ、タンパク質が生命活動の中心であることを説
明できる。
MCC V-E-8 生物工学 酵素の構造と酵素-基質複合体に
ついて説明できる。

2週 酵素の構造・反応特性・基質特異性

酵素の構造と機能について化学の視点から学ぶ。
MCC V-E-8 生物工学 酵素の構造と酵素-基質複合体に
ついて説明できる。
MCC V-E-8 生物工学 酵素の性質(基質特異性、最適温
度、最適pH、基質濃度)について説明できる。

3週 酵素反応速度論
酵素反応速度論の基礎を概観し理解する。
MCC V-E-8 生物工学 酵素の構造と酵素-基質複合体に
ついて説明できる。

4週 活性中心・調節

酵素反応速度論の応用を理解する。
MCC V-E-8 生物工学 酵素の構造と酵素-基質複合体に
ついて説明できる。
MCC V-E-8 生物工学 補酵素や補欠因子の働きを例示
できる。水溶性ビタミンとの関係を説明できる。

5週 酵素精製・プロファイリング

より高速な酵素の精製とプロファイリングを学習する
。
MCC V-E-7 生物化学 生体物質にとって重要な弱い化
学結合(水素結合、イオン結合、疎水性相互作用など
)を説明できる。

6週 極限酵素 低温・高温など極限環境で作用する酵素について学ぶ



7週 酵素工学

化学と遺伝子工学を駆使した酵素改質を理解する。
MCC V-E-7 生物化学 タンパク質を構成するアミノ酸
をあげ、それらの側鎖の特徴を説明できる。
MCC V-E-7 生物化学 アミノ酸の構造とペプチド結合
の形成について構造式を用いて説明できる。
MCC V-E-7 生物化学 タンパク質の高次構造について
説明できる。

8週 抗体酵素と人工酵素

抗体酵素と人工酵素の概念を理解する。
MCC V-E-7 生物化学 タンパク質の高次構造について
説明できる。
MCC V-E-8 生物工学 酵素の構造と酵素-基質複合体に
ついて説明できる。

2ndQ

9週 香粧品他への酵素の産業利用 洗剤や化粧品製造への酵素利用法を学ぶ。
10週 食品工業への酵素利用（糖質） 糖質分解・製糖に関する酵素について理解する。
11週 食品工業への酵素利用（その他） 食品工業に関する酵素について学ぶ。
12週 治療薬酵素、薬物代謝酵素 酵素利用の高度化法と細胞工学への応用を学ぶ。
13週 医薬分野で利用される酵素技術1 臨床検査薬用酵素について学ぶ。
14週 医薬分野で利用される酵素技術2（固定化酵素） 酵素を用いたバイオセンサ診断その他を学ぶ。

15週 環境工学と酵素利用技術
環境浄化への酵素利用を学ぶ。微生物を用いた廃水処
理・バイオレメディエーションについて理解する。
MCC V-E-8 生物工学 微生物を用いた廃水処理・バイ
オレメディエーションについて説明できる。

16週
評価割合

定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発
表・実技・成果物等） 合計

総合評価割合 0 0 0 100 100
基礎的理解 0 0 0 40 40
応用力（実践・専門・
融合） 0 0 0 30 30

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 30 30

主体的・継続的学習意
欲 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 醸造学
科目基礎情報
科目番号 6413 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教材：教員自作プリント、パワーポイントなどプレゼン資料　 参考図書：醸造学、醸造・発酵食品の事典
担当教員 玉城 康智
到達目標
・アルコール発酵について説明でき、その醸造への応用について説明できる。【Ⅴ-E-8】【Ⅵ-E-1】
・酒類についての知識を深め、醸造実習を通して基本的な製造工程について説明できる。【Ⅴ-E-8】【Ⅵ-E-1】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

醸造に関係する微生物と醸造工程
の関係を知る。（Ａ－３）

醸造工程で使用する微生物の特徴
を理解しその微生物が醸造に及ぼ
す影響を説明できる。

醸造工程で使用する微生物が醸造
に及ぼす影響を説明できる。

醸造工程で使用する微生物を説明
できる。

様々なお酒を醸造し、技術と知識
を習得する。（Ａ－３）

醸造工程を正しく理解し、製造環
境が整えばお酒をでも、醸造する
ことができる。

醸造工程を正しく理解し実習を行
ったお酒を醸造できる。

醸造工程表をもとに実習を行った
お酒の醸造ができる。

泡盛の利き酒を行い、酒質の違い
を理解し説明する。（Ａ－３）

醸造工程と酒質の違いを理解し、
かつ嗅ぎ取り、説明することがで
きる。

醸造工程と酒質の違いを嗅ぎ取り
、説明することができる。

醸造工程と酒質の違いを説明する
ことができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
沖縄県の主幹産業のひとつに泡盛がある。お酒は世界各地で醸造され、その地域と文化、宗教などにより特徴のある数
多くの種類がある。ここでは、醸造全般にわたる歴史･文化、製造方法、微生物の働きについて実習を含めて指導を行う
。

授業の進め方・方法 醸造の基本であるアルコール発酵について理解し、醸造への応用として実際にワイン、ラム酒、ビール、泡盛の醸造を
通して酒類についての技術と知識を深める。知識の定着を確認するため定期試験と課題提出を必須とする。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業ガイダンス 醸造の歴史を学習する
2週 ワイン醸造① ワイン醸造の技術と知識を習得する（発酵）
3週 ワイン醸造② ワイン醸造の技術と知識を習得する（製品評価）
4週 ラム酒醸造① ラム酒醸造の技術と知識を習得する（発酵）
5週 ラム酒醸造② ワイン醸造の技術と知識を習得する（蒸留）
6週 野生酵母の分離① 野外の植物から野生酵母を分離する。

7週 野生酵母の分離② 分離した野生酵母を使用しアルコール発酵能を測定す
る。

8週 中間試験 講義で学んだ知識の定着を確認する

4thQ

9週 ビール醸造① ビール醸造の技術と知識を習得する（１次発酵）
10週 ビール醸造② ビール醸造の技術と知識を習得する（２次発酵）
11週 ビール醸造③ ビール醸造の技術と知識を習得する（瓶詰め）
12週 泡盛醸造① 泡盛醸造の技術と知識を習得する（麹造り）
13週 泡盛醸造② 泡盛醸造の技術と知識を習得する（もろみ発酵）
14週 泡盛醸造③ 泡盛醸造の技術と知識を習得する（蒸留）

15週 酒質分析 アルコール度数、ｐH、酸度、香気成分の分析など、
醸造物の酒質の測定方法を学ぶ

16週
評価割合

試験 レポート ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 70 10 0 0 0 0 80
専門的能力 0 10 0 0 0 0 10
分野横断的能力 0 10 0 0 0 0 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 食品化学
科目基礎情報
科目番号 6417 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 並木満夫ほか「現代の食品化学」三共出版（ISBN:4-7827-0277-9）
担当教員 嶽本 あゆみ
到達目標
食品の香り、味、色などの品質に関与する成分について、化学的な視点で構造や特性を学ぶ。さらに、化学変化を利用した食品加工について、
そのメカニズムを学ぶ。
食品への化学的原理や原則の適用例について理解し、食品化学の知識を、生物資源工学分野に関係するより複雑な課題に対して応用し、より複
雑な工学の問題に適用できる。
【Ⅱ-C】【Ⅱ-D】【Ⅵ-A】【Ⅴ-E-5】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
食品を構成する物質の構造やメカ
ニズムなど、構造変化を化学的な
視点で理解する。

食品の構造とその変化の化学的な
働きを理解し、食品だけでなく他
分野への課題解決への展開につい
て考察できる。

食品の構造とその化学的な変化と
働きを理解し、食品だけでなく他
分野への課題解決への可能性を考
察できる。

食品の構造と働きを理解し、食品
だけでなく他分野への課題解決へ
の可能性を呈示できる。

評価項目2
食品の品質に関与する成分の化学
的構造や特性を理解し、その化学
変化およびメカニズムについて体
系的に理解する。食品添加物等の
化学物質の有効性、環境へのリス
クについて理解する。

食品に要求される品質を理解し、
その達成と維持にどのような手段
が用いられているかを理解する。
それらを化学物質の有効性とリス
クと関連づけて説明できる。

食品に要求される品質を把握し、
その達成と維持に用いられる手段
を説明できる。化学物質の有効性
とリスクを説明できる。

食品に要求される品質と、その達
成と維持に用いられる手段を説明
できる。化学物質の有効性とリス
クを把握できる。

評価項目3
文献に基づき実験計画を立て、物
質の構造と性質の変化を理解した
上で実験に応用できる。機器分析
により、定量評価ができる。

文献から実験プロトコルを作成し
、その定量的評価方法を適切に実
行することができる。

文献から実験プロトコルを作成し
、その定量的評価方法を呈示でき
る。

文献から実験フロー図を作成し、
その定量的評価方法を呈示できる
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
食品の香り、味、色などの品質に関与する成分について、化学的な視点で構造や特性を学ぶ。さらに、化学変化を利用
した食品加工について、そのメカニズムを学ぶ。
食品への化学的原理や原則の適用例について理解し、食品化学の知識を、生物資源工学分野に関係するより複雑な課題
に対して応用し、より複雑な工学の問題に適用できる。

授業の進め方・方法
定期試験および小テストを行い、授業の理解度を評価する。（50％）
課題ならびにレポートにより、操作方法・結果・考察を評価する。（50％）
60％以上を合格とする。

注意点
教科書は講義第一回時に全員が準備済みであること。
実験・実習を行うときは白衣を着用する。
定期試験時には、課題等をすべて提出しているものとする。
自己都合・公認をとわず、欠席をした場合は翌登校日に担当教員の指示を受け、課題等を提出すること。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンスとイントロダクション 授業の進め方や準備の仕方等について説明し、
基本的知識の確認として小テストを実施する。

2週 食品成分の化学Ⅰ アスコルビン酸の還元作用によるビタミンＣ定量法を
学ぶ

3週 食品成分の化学Ⅱ ビタミンＣ定量の基礎実験を行う
4週 食品成分の化学Ⅲ 任意の食品中に含まれるビタミンＣを定量する
5週 食品成分の化学Ⅳ 実験結果をまとめポスター発表を行う
6週 食品の品質形成と保持の化学Ⅰ カルボン酸エステルの有機合成について学ぶ
7週 食品の品質形成と保持の化学Ⅱ 酢酸エチルを合成し収率を比較する
8週 食品の品質形成と保持の化学Ⅲ pHと色素の発色を学ぶ。

4thQ

9週 食品の品質形成と保持の化学Ⅳ 香りと味覚の関連を学ぶ。小テストを実施する。
10週 健全性の化学Ⅰ 食品の健全性を調査しリスク解析を行う
11週 健全性の化学Ⅱ リスク評価法と健全性回復法を提案する
12週 健全性の化学Ⅲ リスクマネジメントについてポスター発表を行う
13週 食品材料の化学Ⅰ 加工食品の原材料調査を行う
14週 食品材料の化学Ⅱ 加工食品の原材料を多面的に評価する

15週 食品材料の化学Ⅲ 加工食品の原材料調査と改善案についてポスター発表
を行う

16週 期末試験
評価割合

試験 小テスト レポート その他 合計
総合評価割合 30 10 50 10 100



基礎的能力 15 10 20 0 45
専門的能力 15 0 15 5 35
分野横断的能力 0 0 15 5 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 酸化ストレスの生命科学
科目基礎情報
科目番号 6420 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 教材：教員自作プリント、パワーポイントなどプレゼンテーション資料など。参考図書：酸化ストレス・レドックスの
生化学（共立出版）、NOの生理作用と疾患（羊土社）、酸化ストレスから身体をまもる（岩波書店）

担当教員 平良 淳誠
到達目標
酸化ストレスと生理機構を基軸とした、生命との関わりを理解する。
【Ⅴ-E-1】【Ⅴ-E-7】【Ⅱ-C】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
活性酸素（フリーラジカル）と窒
素ラジカルの化学的性質と生理作
用の基本、複合的な専門知識及び
専門技術をを学ぶ（A-3）。

活性酸素（フリーラジカル）、窒
素ラジカルの化学反応を理解し、
記述できる。

活性酸素（フリーラジカル）、窒
素ラジカルの化学反応を理解でき
る。

活性酸素（フリーラジカル）、窒
素ラジカルについて理解できる。

活性酸素（フリーラジカル）、窒
素ラジカルによる酸化ストレスの
作用を、からだの生理機構を基軸
にして学び、生命との関わりを理
解し、複合的な専門知識と専門技
術を学ぶ（A-３）。

酸化ストレスの作用とからだの生
理機構及び生命との関わりについ
て、深く理解し記述・説明できる
。

酸化ストレスの作用とからだの生
理機構及び生命との関わりについ
て、記述できる。

酸化ストレスの作用とからだの生
理機構及び生命との関わりが、理
解できる。

酸化ストレスに関連する学術誌等
に記載している複合的な専門知識
と専門技術を理解できるようにす
る（B-1）。

学術誌から研究法などの情報収集
ができる。また、深い考察ができ
、内容を説明できる。また、他者
の発表について、討論できる。

学術誌から研究法などの情報収集
ができ、内容を説明できる。また
、他者の発表について、質問でき
る。

学術誌の概要を理解でき、発表及
び他者の発表を理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
1.本授業では生体内に様々な影響を及ぼす活性酸素及び窒素ラジカルの生理作用の基本を学ぶことができる。
2.酸化ストレスと生命及び疾患との関わりを理解できるようになる。
3.毎回講義形式で進め、項目毎に課題を設定して問題解決能力を養成する。

授業の進め方・方法 発表、発表資料（30％）と定期試験（70％）の結果の総合評価で、理解度の到達度を評価する。総合評価が60％以上を
合格とする。

注意点

その週の講義内容のまとめ 2時間×9回
学術論文を購読し発表資料の作成及び発表資料の提出 3時間×12回
発表PPTの作成 6時間
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は生物資源利用学Ｉ、II及び生物資源の機能性科学は関連科目である。
（モデルコアカリキュラム）
・ 【Ⅴ-E-1】【Ⅴ-E-7】【Ⅱ-C】

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 本科目の概要と、到達目標を把握する。
2週 活性酸素（フリーラジカル）とは 活性酸素の生成及び生理機構を理解する。
3週 一酸化窒素ラジカルとは 一酸化窒素ラジカルの生成及び生理機構を理解する。
4週 酸化ストレスとレドックス 酸化ストレスとレドックス及び制御酵素を理解する。
5週 活性酸素とアポトーシス アポトーシスと酸化ストレスとの関連を学ぶ。
6週 酸化ストレスと病態I 炎症及び糖尿病と酸化ストレスとの関連を学ぶ。
7週 酸化ストレスと病態II 動脈硬化と酸化ストレスの生理作用を学ぶ。
8週 活性酸素のセンシングシステム 酸化ストレスと生活習慣病との関連を理解する。

4thQ

9週 前期中間試験（行事予定で週変更可）
10週 酸化ストレスと予防剤I 酸化ストレス予防剤に関する理解及び情報取集
11週 酸化ストレスと予防剤II 酸化ストレス予防剤に関する文献調査
12週 酸化ストレスと疾患及び予防剤II 酸化ストレスに関する文献を理解する。
13週 酸化ストレスと疾患及び予防剤IV 酸化ストレスに関する文献をまとめる。

14週 酸化ストレスと疾患及び予防剤V 上述の文献をまとめ、討論の実施により理解を深める
。

15週 総括 本授業で学んだことの整理を行い、理解の確認をする
。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 10 70
専門的能力 10 0 0 0 0 10 20



分野横断的能力 0 0 0 0 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 実用英語II
科目基礎情報
科目番号 6002 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント
担当教員 吉井 りさ
到達目標
This course is designed to engineer future career with practical English skills while focusing on SDGs (Sustainable Development
Goals).
【III-B】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

Students should acquire basic
vocabulary.

Showing almost perfect
understanding of vocabulary
and scoring more than 90% in
the quiz.

Showing good understanding of
vocabulary and scoring more
than 75% in the quiz.

Showing good understanding of
vocabulary and scoring more
than  60% in the quiz.

Students should develop
listening and reading skills.

Scoring more than 90% in the
exam and TOEIC.

Scoring more than 75% in the
exam and TOEIC.

Scoring more than 60% in the
exam and TOEIC.

Students should
be able to
express
themselves
orally and
through written
medium in
English.

Displaying fluent
and accurate
use of English
with good
grammar and
vocabulary and
scoring more
than 90% in the
exam.

Displaying fluent
and accurate
use of English
with a few errors
and scoring more
than 70% in the
exam.

Displaying fluent
and accurate
use of English
despite errors
and scoring more
than 60% in the
exam.

Students can understand
technical texts/documents.

Read more than 5000 words in
a week.

Read more than 4500 words in
a week.

Read more than 4000 words in
a week.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
This course is designed to engineer future career with practical English skills and focusing on SDGs
(Sustainable Development Goals).
【III-B】

授業の進め方・方法
Improve 4 Skills：Speking / Listening / Reading / Writing
・Presentation
・TOEIC

注意点
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 　Introduction 　English for Science and Technology
2週 　Comprehension 　English for Science and Technology
3週 　Comprehension 　English for Science and Technology
4週 　Test 　English for Science and Technology
5週 　Comprehension 　English for Science and Technology
6週 　Comprehension 　English for Science and Technology
7週 　Test 　English for Science and Technology
8週 　Skills 　English for Science and Technology

2ndQ

9週 　Skills 　English for Science and Technology
10週 　Presentation 　Presentation Skills
11週 　TOEIC Test 　Business English
12週 　Presentation 　Delivery
13週 　Presentation 　Delivery
14週 　Presentation 　Delivery
15週 　Presentation 　Delivery
16週

評価割合
Test TOEIC Test Presentation Log 合計

総合評価割合 30 30 30 10 100
基礎的能力 10 5 10 5 30
応用力 0 20 5 0 25
社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

10 0 10 0 20



主体的・継続的学修意
欲 10 5 5 5 25



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 哲学・倫理学
科目基礎情報
科目番号 6004 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「哲学の謎」野矢茂樹著（講談社現代新書）
担当教員 青木 久美
到達目標
西洋における世界観の変遷、東洋思想と西洋思想の違いなどについて説明できるようになる。哲学や倫理学の諸問題、哲学の根本問題などにつ
いて考えられるようになる。哲学者の思想や諸宗教の思想に触れ、人間とはどのような存在であると考えられてきたかについて理解するととも
に、自分が人としていかに生きるべきかなど、自分の生き方や自分の人生について考えることができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

西洋における世界観の変遷、東洋
思想と西洋思想の違い、東洋思想
と西洋思想の融合などについて理
解し、説明することができるよう
になる。

西洋における世界観の変遷、東洋
思想と西洋思想の違い、東洋思想
と西洋思想の融合などについて理
解し、自分の考えも交えながら、
論理的に説明することができるよ
うになる。

西洋における世界観の変遷、東洋
思想と西洋思想の違い、東洋思想
と西洋思想の融合などについて理
解し、論理的に説明することがで
きるようになる。

西洋における世界観の変遷、東洋
思想と西洋思想の違い、東洋思想
と西洋思想の融合などについて理
解し、説明することができない。

哲学や倫理学の諸問題について考
えることができるようになる。

哲学や倫理学の諸問題につい考え
、自説を論理的に説明できるよう
になる。また他者の意見を尊重し
、異なる意見によって自説を発展
させることができるようになる。

哲学や倫理学の諸問題について考
え、自説を述べることができるよ
うになる。また他者の意見を尊重
し、異なる意見によって自説を発
展させることができるようになる
。

哲学や倫理学の諸問題について考
え、自説を述べることができない
。また他者の意見を尊重すること
ができない。

自分の生き方や人生の意味につい
て考えることができるようになる
。

自分の生き方や人生の意味につい
て深く理解することができるよう
になる。また他者の生き方や価値
観を尊重することができるように
なる

自分の生き方や人生の意味につい
て理解することができるようにな
る。また他者の生き方や価値観を
尊重することができるようになる
。

自分の生き方や人生の意味につい
て考えることができない。また他
者の生き方や価値観を尊重するこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
ほぼ毎回、課題を出します。
学期の終わりには自分史を書いてシェアしていただきます。 末試験は行いません。討論への参加、授業中の発表、課題
によって評価します。

授業の進め方・方法
哲学史の講義
哲学の根本問題についてのディスカッション
などを交えながら、授業を行う。

注意点 期末試験は行いません。討論への参加、授業中の発表、課題によって評価します。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 イントロダクション、哲学、 授業の進め方の説明、仏教の基礎
2週 哲学、倫理学 西洋哲学史（古代）
3週 哲学、倫理学 西洋哲学史（古代）、西洋宗教史
4週 哲学、倫理学 西洋の宗教史
5週 哲学 西洋哲学史（中世）
6週 哲学 西洋哲学史（近代）
7週 哲学 哲学の根本問題（心と体、独我論、独今論など）
8週 哲学、倫理学 西洋哲学史（近代）

4thQ

9週 哲学、倫理学 西洋哲学史（近代）
10週 哲学、倫理学 意識と無意識、心理学の４つの勢力
11週 心理学 生きる意味の考察
12週 哲学、倫理学 西洋哲学史（現代）
13週 哲学、倫理学 自分史発表
14週 哲学 現代社会の諸問題
15週 心理学、哲学 現代社会の諸問題
16週

評価割合
レポート 発表 ディスカッション 合計

総合評価割合 60 15 25 100
基礎的能力 55 10 20 85
専門的能力 5 5 5 15



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 応用解析学
科目基礎情報
科目番号 6012 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書：無し　／　教材：教員作成プリント，教員作成プレゼン資料など
担当教員 安里 健太郎
到達目標
解析学の応用として「線形時不変システム」および「ディープラーニング」について理解し，それらを実問題に応用できる能力を修得すること
を目標とする．
ルーブリック

理想的な到達レベル（優） 標準的な到達レベル（良） 最低限必要な到達レベル（可）
解析学を理解し，自身の専門分野
においてどのように応用できるか
考察することができる．PBL課題成
果物により評価する．

解析学の応用において，自身の専
門分野にどのように役立てるか考
察できる．

解析学の応用において，自身の専
門分野との関わりを説明できる．

解析学がどういうものか知ってい
る．

線形時不変システムを理解し，そ
れを様々な分野に応用することが
できる．レポートにより評価する
．

線形時不変システムを本質的に理
解し，様々な問題に対して適宜応
用できる．

線形時不変システムを本質的に理
解し，例示した問題に対して適宜
応用できる．

線形時不変システムの基礎を理解
することができる．

ディープラーニングを理解し，そ
れを様々な分野に応用することが
できる．PBL課題成果物により評価
する．

ディープラーニングを本質的に理
解し，様々な問題に対して適宜応
用できる．

ディープラーニングを本質的に理
解し，例示した問題に対して適宜
応用できる．

ディープラーニングの基礎を理解
することができる．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 解析学の応用として「線形時不変システム」および「ディープラーニング」について学ぶ．
授業の進め方・方法 適宜教員作成プリントの配布や動画資料の配信を行い，それを利用して授業を進めていく．

注意点
「基礎数学 I ・II」，「線形代数」，「微積分 I ・II」，「応用数学」を復習しておくこと．
なお，本講義は遠隔授業（オンデマンド）で行う場合もある．その場合は連絡するので必ず自学自習で対応すること．
本科目は，中間試験，期末試験を実施しない．

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス，解析学の応用に関するPBL 本講義について概説する．解析学の応用に関する
PBLを実施する．

2週 線形時不変システム（1） 線形時不変システムについて理解できる．
3週 線形時不変システム（2） 周波数伝達関数について理解できる．
4週 線形時不変システム（3） 伝達関数について理解できる．
5週 線形時不変システム（4） 状態方程式・出力方程式について理解できる．
6週 線形時不変システム（5） 線形時不変システムの安定性について理解できる．

7週 線形時不変システム（6） 線形時不変システムの可制御性，可観測性について理
解できる．

8週 ディープラーニング（1） ニューラルネットワークについて理解できる．

2ndQ

9週 ディープラーニング（2） 活性化関数について理解できる．
10週 ディープラーニング（3） 勾配降下法について理解できる．
11週 ディープラーニング（4） バックプロパゲーションについて理解できる．

12週 ディープラーニング（5） ディープラーニングのアーキテクチャについて理解で
きる．

13週 ディープラーニングの応用に関するPBL（1） ディープラーニングの応用に関するPBLを実施する．
14週 ディープラーニングの応用に関するPBL（2） ディープラーニングの応用に関するPBLを実施する．
15週 ディープラーニングの応用に関するPBL（3） ディープラーニングの応用に関するPBLを実施する．
16週

評価割合
レポート PBL課題成果物 合計

総合評価割合 40 60 100
基礎的理解 30 15 45
応用力（実践・専門・融合） 10 15 25
社会性（プレゼン・コミュニケー
ション・PBL） 0 15 15

主体的・継続的学修意欲 0 15 15



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 English Business
Communication

科目基礎情報
科目番号 6031 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 Supplemental Materials will be provided by the teacher. Students should prepare documents related to their
research area..PC and dictionary are necessary for doing tasks in every lecture.

担当教員 カーマンマコア クイオカラニ
到達目標
The purpose of this class is to develop the students’communication skills in relation to various themes in business. The class will
focus on listening and speaking activities but will also include reading and writing to achieve this purpose. ビジネスにおけるさまざま
なテーマに関連して、相手と英語で コミュニケーションを図ろうとする態度を身に付け、自分や身近なことについて、ある程度の的確さ、流暢
さ、即応性をもって理解したり伝えたりする初歩的な英語運用能力を養う。【III-B】
ルーブリック

Ideal Level Standard Level Unacceptable Level
Students should be able to
express themselves orally and
through written medium in
English.

Showing almost perfect
understanding of the contents
and vocabulary via frequent
particiaption.

Showing good understanding of
the contents and vocabulary via
frequent participation.

Showing little understanding of
the contents and vocabulary via
moderate participation despite
occasional disruptions.

Students can understand the
contents through the medium of
English.

Displaying fluent and accurate
use of English with good
grammar and vocabulary and
scoring more than 90% in the
exams and presentation.

Displaying fluent and accurate
use of English with a few errors
and scoring more than  70% in
the exams and presentation.

Displaying inaccurate use of
English with  errors and scoring
less than 60% in the exams and
presentation.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

・ The course is conducted in English. Students are expected to use (especially speak) English during lectures.
・ The course is conducted based on content-based/ task-based learning. Through thinking and doing many
tasks, students are expected to improve upon their English.
・ The course encourages rich interactions among an instructor and students to improve oral communication
skills in English.

授業の進め方・方法
This course is highly dependent on speakng and listening in English. As the classes are student-centered,
participatiion is mandatory. The oral interview tests will be based on content covered throughout the course.
In addition, you will be creating resumes, cover letters, and outlines of your research in English.

注意点 Supplemental Materials will be provided by the teacher. Students should prepare documents related to their
research area.

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 Introduction; Performance Introduction to the class (purpose, evaluations,
etc.); Happiness at work; PBL

2週 Performance Motivation; PBL (Resume Outline)
3週 Performance Incentives; PBL (Resume)
4週 Performance Work and Leisure; PBL (Resume)

5週 Business Across Cultures Understanding corporate culture; Body language;
Communication styles; PBL (Cover Letter)

6週 Innovation Entrepreneurs; PBL (Research Outline)
7週 Innovation Creativity: PBL (Research Outline)

8週 Oral Interview Test Oral Test (based on questions covered in class
related to business topics), PBL

2ndQ

9週 Innovation Start-ups; PBL (Research Outline)
10週 Innovation Inventions; PBL (Research Abstract)
11週 Promotion Selling yourself; PBL (Cover Letter)

12週 Business Across Cultures Understanding corporate culture; Public and
Private Space; PBL (Cover Letter)

13週 Investment The industry of industries; PBL (Cover Letter)
14週 Investment New Markets; PBL (Cover Letter)

15週 Oral Interview Test Oral Test (based on questions covered in class
related to business topics), PBL

16週
評価割合

定期試験 レポート その他（演習課題・発表・
実技・成果物等） 合計

総合評価割合 50 15 35 100
基礎的理解 25 0 5 30
応用力（実践・専門・融合
） 25 0 10 35



社会性（プレゼン・コミュ
ニケーション・PBL） 0 5 10 15

主体的・継続的学修意欲 0 10 10 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 スポーツ科学特論
科目基礎情報
科目番号 6032 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 各種論文や刊行物を参考に、担当教員がまとめ作成した資料およびレジュメを用いる。
担当教員 和多野 大
到達目標
多岐に渡るスポーツ科学分野を横断的に触れる。スポーツ科学の専門分野の知識を修得し、本科で修得した内容のスポーツ科学への応用を感じ
るとともに、スポーツ科学の視点からスポーツの体系を理解することを目標とする。実践可能な修得内容は、実技を通して体感することで、よ
り理解を深める。本講義の延長線上には、スポーツパフォーマンスの向上がある。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(Ｓ・
Ａ) 標準的な到達レベルの目安(Ｂ) 単位修得到達レベルの目安(Ｃ)

多岐に渡るスポーツ科学の各分野
における知識を得て、各視点から
スポーツの体系を理解する。

総合的にスポーツの体系を理解し
た上で、専門分野からスポーツ理
論を深め、パフォーマンス向上を
うかがうことができる。

各トピック分野の内容を理解し、
リンクされるスポーツの体系を総
合的に理解できる。

各トピック分野を理解し、スポー
ツの体系をまとめることができる
。

本科で学習した内容がスポーツに
どのように応用され活かされいる
かを理解する。

スポーツパフォーマンスに関する
疑問点や改善点を、自らの知識を
応用し解決することができる。

本科で学習した内容を踏まえ、ス
ポーツパフォーマンスを説明する
ことができる。

本科で修得した基礎的な学問が、
スポーツの世界でどのように応用
されているかを理解できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
この講義では、スポーツ科学に関するさまざまな分野を紹介する。実際のスポーツ場面やスポーツパフォーマンスを想
定・設定し、講義を展開することが多いため、たとえば本科において積極的にスポーツ系部活動を行ってきた学生や、
部活動の指導に当たっている学生、スポーツやフィットネスに興味のある学生の受講をお勧めする。
【複数教員担当方式】

授業の進め方・方法 ・授業は２回の講義と１回の実技を１クールとし、全５クールで構成される。
・各クール終了時に小テストおよび（または）任意のトピックに関するレポート作成を行う。

注意点

・専攻科唯一の身体運動をともなう科目であり、実践的な実技を含むため、受講にはある程度の運動能力および運動意
欲を有することが望ましい。
・実技は体育館で行う。運動のできる服装と、体育館用のシューズを準備すること。酷暑が予想されるので、熱中症対
策を心がけること。
・シラバスに記された各内容は、受講生の人数および受講生のクラスター分布などによって、内容を変更することがあ
る。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 スポーツ心理学特論（１） スポーツメンタルトレーニングとモーターラーニング
を知る

2週 スポーツ心理学特論（２） 脳科学と動機づけ理論を知る
3週 スポーツ実技（１） 小試験・スポーツ実践場面における理論の応用

4週 オリンピック論 オリンピックの歴史と意義に触れ、2020年東京オリン
ピックを考える

5週 パラリンピック論 障害者スポーツの発展と意義に触れ、2020年東京パラ
リンピックを考える

6週 スポーツ実技（２） 小試験・スポーツ実践場面における理論の応用

7週 アンチドーピング論 スポーツとドーピングの関わりについて・その危険性
を知る

8週 スポーツバイオメカニクス特論 スポーツに関する物理系分野に触れる

2ndQ

9週 スポーツ実技（３） 小試験・スポーツ実践場面における理論の応用

10週 スポーツ生理学・栄養学特論 運動時の生理的化学変化とスポーツに適した食事を考
える

11週 フィットネススポーツ論 体作りとダイエットに焦点を当て、運動と食事を考え
る

12週 スポーツ実技（４） 小試験・スポーツ実践場面における理論の応用
13週 スポーツコーチング論 スポーツ指導とその方法・技術を知る

14週 スポーツゲーム論 スポーツのルールロジックからスキルと戦略戦術を考
える

15週 スポーツ実技（５） 小試験・スポーツ実践場面における理論の応用
16週

評価割合
授業内小試験・レポート 合計

総合評価割合 100 100
基礎的知識・技能 80 80
応用的知識・技能 20 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 物理化学
科目基礎情報
科目番号 6014 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 アトキンス物理化学要論（第7版）（東京化学同人）
担当教員 濱田 泰輔
到達目標
工学の基礎としての化学の基礎を理解する。特に物理化学を中心に身に付ける。
【Ⅱ-C】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

物理化学の基礎としての熱力学を
習得する。

熱力学の法則を理解し，説明でき
，化学反応に適用し，計算できる
。

熱力学の法則を理解し，説明でき
，化学反応に適用できる。

熱力学の法則を理解し，説明でき
る。

反応速度論を理解する。
化学反応の速度と速度式を理解
，説明し，物質の変化に適用でき
る。

化学反応の速度と速度式を理解
，説明できる。

化学反応の速度と速度式を理解で
きる。

化学平衡と電気化学を理解する。
化学平衡と電気化学の基礎を理解
し説明でき変化を式で示すことが
できる。

化学平衡と電気化学の基礎を理解
し説明できる。

化学平衡と電気化学の基礎を理解
できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本科の一般科目である化学で学んだ基礎知識を踏まえ，各専攻共通基礎として熱力学，化学変化，化学反応速度の基礎

を学ぶ。
授業の進め方・方法
注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 物理化学の基礎と気体の性質 状態、物理量、単位、気体の性質、完全気体、運動論
モデル、実在気体を理解する。

2週 熱力学第一法則(1) 熱力学第一法則、仕事、熱容量を理解する。
3週 熱力学第一法則(2) 内部エネルギー、エンタルピーを理解する。
4週 熱力学第一法則(3) 物理的変化、化学変化を理解する。
5週 熱力学第二法則(1) エントロピー、エントロピー変化を理解する。
6週 熱力学第二法則(2) 絶対エントロピー、ギブズエネルギーを理解する。
7週 相転移と相平衡(1) 相転移の熱力学、純物質の相図を理解する。

8週 相転移と相平衡(2) 部分モル量、溶液、束一的性質、混合物の相図を理解
する。

2ndQ

9週 化学変化と化学平衡(1) 反応の熱力学、平衡定数、諸条件による平衡の移動に
ついて理解する。

10週 化学変化と化学平衡(2) プロトン移動平衡、多プロトン酸を理解する。
11週 化学変化と化学平衡(3) 塩水溶液の酸塩基平衡、溶解度平衡を理解する。
12週 化学変化と化学平衡(4) 溶液中のイオン、化学電池、標準電位を理解する。
13週 化学反応速度論(1) 経験的な反応速度論、速度式を理解する。
14週 化学反応速度論(2) 積分型速度式、反応速度の温度依存性を理解する。

15週 化学反応速度論(3) 平衡への接近、反応機構、溶液内の反応、均一系触媒
反応、不均一系触媒反応を理解する。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 長期インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 6021 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 12
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 玉城 康智
到達目標
①長期間にわたる実務経験を通して、職業意識を向上させ、実社会に必要な素養・協調性・能力・価値観を身につけ、自らのキャリアデザイン
につなげることができる
②高専で学んだことと働くことを関連付けて考え、企業活動の国内外に対する関連性・社会的責任を理解することができる
③就業経験および共同研究・受託研究を通して、研究開発の意義を学び、遂行することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

長期間にわたる実務経験を通して
、職業意識を向上させ、実社会に
必要な素養・協調性・能力・価値
観を身につけ、自らのキャリアデ
ザインにつなげることができる。

実務経験を通し、その内容を理解
し、実社会に必要な素養・協調性
・能力・価値観を身につけ、自ら
のキャリアデザインにつなげるこ
とができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、職業意識を向上させることが
できる

実務経験を通し、その内容を理解
し、日報や報告書に記述すること
ができる
（指示された通りに行動し、指示
された提出物を期日厳守で提出す
る）

高専で学んだことと働くことを関
連付けて考え、企業活動の国内外
に対する関連性・社会的責任を理
解することができる。

実務経験を通し、その内容を理解
し、企業活動の国内外に対する関
連性・社会的責任を理解すること
ができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、高専で学んだことと働くこと
を関連付けて考えることができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、自らの役割（立場）について
日報や報告書に記述することがで
きる
（指示された通りに行動し、指示
された提出物を期日厳守で提出す
る）

就業経験および共同研究・受託研
究を通して、研究開発の意義を学
び、遂行することができる。

実務の内容と意義ついて理解し、
自ら考え、関係者と相談しながら
、実務を遂行することができる、

実務の内容と意義ついて理解し、
関係者と相談しながら、実務を遂
行することができる

実務の内容と意義ついて理解し、
意義に基づいて実務経験をし、そ
の内容を日報や報告書に記述する
ことができる
（指示された通りに行動し、指示
された提出物を期日厳守で提出す
る）

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
学校教育と就業体験の結合により、より高い職業意識を育成し、自主性・創造性溢れる専門性高い人材生成を目指す。
習得した専門知識を生かし、学外における実務研修により、実社会で必要な要素・能力（企画力、計画性、実行力、労
働・契約の意義、コミュニケーション能力、情報管理など）を実践レベルで身につける。

授業の進め方・方法

1. 履修を希望する学生は、各コース科目担当教員の指導を受け、授業計画に基づいて、インターンシップを実施する。
2. 実際の現場で長期にわたって業務を体験することで、実践的な技術を理解する。
3. 長期間にわたる実務経験を通して、職業意識を向上させ、実社会に必要な素養・協調性・能力・価値観を身につける
。
4. 学校教育と就業体験の結合により、より高い職業意識を育成し、自主性・創造性溢れる専門性高い人材生成を目指す
。
5. 習得した専門知識を生かし、学外における実務研修により、実社会で必要な要素・能力（企画力、計画性、実行力、
労働・契約の意義、コミュニケーション能力、情報管理など）を実践レベルで身につける。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 インターンシップの意義と講義の進め方についてガイ
ダンス：1時間 インターンシップに必要な知識やルールを理解できる

2週 企業研究、大学受け入れ先検討
9時間

希望する実習先について詳細なレポートをまとめるこ
とができる

3週 インターンシップ実施
160時間

インターンシップ先での経験を自身のキャリア形成に
活かすことができる

4週 成果報告
10時間 自身の成果を正しく表現できる

5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週



16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 グローバルインターンシップ
科目基礎情報
科目番号 6022 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材 教員作成資料、企業作成資料
担当教員 田中 博
到達目標
① 海外での研修（企業・語学研修など）を通じて実践的な技術・語学力を身につける。
② 異文化理解に必要な基礎的な素養・協調性・能力・価値観を身につける。
③ 海外での研究・学習を通して、グローバルな視点で物事を考え、研究を遂行できる能力を身につける。
【6-3-3 Ⅶ-C】自らの主体性や意欲の向上から、技術者に要求される創造的実践性、複眼的視野を持つことができる
【6-3-3 Ⅶ-C】品質、コスト、効率、スピード、納期などに対する視点を持つことができる
【6-3-3 Ⅶ-C】チームワーク力、リーダーシップ力、マネジメント力などを身に付けることができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

海外での研修（企業・語学研修な
ど）を通じて実践的な技術・語学
力を身につける。

実務経験を通し、その内容を理解
し、実社会に必要な素養・協調性
・能力・価値観を身につけ、自ら
のキャリアデザインにつなげるこ
とができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、職業意識を向上させることが
できる

研修内容を理解し、日報や報告書
に記述することができる （指示さ
れた通りに行動し、指示された提
出物を期日厳守で提出する）

異文化理解に必要な基礎的な素養
・協調性・能力・価値観を身につ
ける。

実務経験を通し、その内容を理解
し、企業活動の国内外に対する関
連性・社会的責任を理解すること
ができる

実務経験を通し、その内容を理解
し、高専で学んだことと働くこと
を関連付けて考えることができる

研修内容を理解し、自らの役割
（立場）について日報や報告書に
記述することができる （指示され
た通りに行動し、指示された提出
物を期日厳守で提出する）

海外での研究・学習を通して、グ
ローバルな視点で物事を考え、研
究を遂行できる能力を身につける
。

考え、研究を遂行できる能力を身
につける。 【機械システム】A-
1、C-実務の内容と意義ついて理解
し、自ら考え、関係者と相談しな
がら、実務を遂行することができ
る

実務の内容と意義ついて理解し、
関係者と相談しながら、実務を遂
行することができる

実務の内容と意義ついて理解し、
意義に基づいて実務経験をし、そ
の内容を日報や報告書に記述する
ことができる （指示された通りに
行動し、指示された提出物を期日
厳守で提出する）

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

学校教育と就業体験の結合により、より高い職業意識を育成し、自主性・創造性溢れる専門性高い人材生成を目指す。
習得した専門知識を生かし、学外における実務研修により、実社会で必要な要素・能力（企画力、計画性、実行力、労
働・契約の意義、コミュニケーション能力、情報管理など）を実践レベルで身につける。

1. 履修を希望する学生は、各コース科目担当教員の指導を受け、授業計画に基づいて、インターンシップを実施する。
2. 実際の現場で長期にわたって業務を体験することで、実践的な技術を理解する。
3. 長期間にわたる実務経験を通して、職業意識を向上させ、実社会に必要な素養・協調性・能力・価値観を身につける
。
4. 学校教育と就業体験の結合により、より高い職業意識を育成し、自主性・創造性溢れる専門性高い人材生成を目指す
。
5. 習得した専門知識を生かし、学外における実務研修により、実社会で必要な要素・能力（企画力、計画性、実行力、
労働・契約の意義、コミュニケーション能力、情報管理など）を実践レベルで身につ

授業の進め方・方法

・派遣先の指示に従うこと
①研修中の日誌と報告書　５０％
②研修先の評価レポート　２０％
③研修後の報告書およびプレゼンテーション　３０％
履修に必要な書類：受入許可書および日程表（この提出をもって履修許可とする）、日報、派遣先からの評価書、報告
書（様式任意）、報告書（学校様式２）、発表会資料、履修願

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 講義内容説明・ガイダンス インターンシップの意義と講義の進め方についてガイ
ダンス

2週 インターンシップ先研究 企業研究、大学受け入れ先検討

3週 インターンシップ

約2－4週間の企業研修・大学での研究
①企業における多様性を理解し、自らの進路としてキ
ャリアデザインを構築することができる
②企業における社会的責任を理解できる
③企業活動が国内外の他社との関係性を理解できる
【6-3-3 Ⅶ-C】自らの主体性や意欲の向上から、技術
者に要求される創造的実践性、複眼的視野を持つこと
ができる
【6-3-3 Ⅶ-C】品質、コスト、効率、スピード、納期
などに対する視点を持つことができる
【6-3-3 Ⅶ-C】チームワーク力、リーダーシップ力、
マネジメント力などを身に付けることができる

4週 インターンシップ 同上
5週 インターンシップ 同上
6週 インターンシップ 同上
7週 インターンシップ 同上



8週 インターンシップ 同上

2ndQ

9週 インターンシップ 同上
10週 インターンシップ 同上
11週 インターンシップ 同上
12週 インターンシップ 同上
13週 インターンシップ 同上
14週 インターンシップ 同上
15週 インターンシップ 同上
16週 インターンシップ 同上

後期

3rdQ

1週 インターンシップ 同上
2週 インターンシップ 同上
3週 インターンシップ 同上
4週 インターンシップ 同上
5週 インターンシップ 同上
6週 インターンシップ 同上
7週 インターンシップ 同上
8週 インターンシップ 同上

4thQ

9週 インターンシップ 同上
10週 インターンシップ 同上
11週 インターンシップ 同上
12週 インターンシップ 同上
13週 インターンシップ 同上
14週 インターンシップ 同上
15週 インターンシップ 同上
16週 報告会

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 レポート その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 25 0 25
専門的能力 0 0 0 0 25 0 25
分野横断的能力 0 0 0 0 50 0 50



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造システム工学セミナー一
般

科目基礎情報
科目番号 6024 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 津村 卓也,谷藤 正一
到達目標
①広い視野・多角的視点から技術に必要な要素を学習し、技術者にとって何が必要かを理解する。
②各講義における目的を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
広い視野・多角的視点から技術に
必要な要素を学習し、技術者にと
って何が必要かを理解する

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を適切にわかりやすく
説明できる

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を説明できる 講義内容を適切に説明できる

各講義における目的を理解する 講義の目的と自らの専門分野を関
連付けて示すことができる

講義の目的と自らの専門分野を関
連性がわかる 講義の目的を示すことができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 学内で開催される技術者講演会や高専機構・３機関連携で配信される技術者講演会を講義の対象とする。したがって、

内容は毎年変更される。

授業の進め方・方法 学内で開催される技術者講演会や高専機構・３機関連携で配信される技術者講演会を講義の対象とする。したがって、
内容は毎年変更される。

注意点
１コマ１５回以上の聴講およびレポート提出で採点対象となる。履修希望者は、事前に担当教員に履修申請を行い、教
務係で集中講義履修の手続きを行う。
【レポート内容必須事項】講演会日時、タイトル、講演者、講演内容の目的、講演内容、講義から得られた知見

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

2週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

3週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

4週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

5週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

6週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

7週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

8週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

2ndQ

9週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

10週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

11週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

12週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

13週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

14週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

15週 特別講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

16週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

後期 3rdQ

1週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

2週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

3週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る



4週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

5週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

6週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

7週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

8週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

4thQ

9週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

10週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

11週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

12週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

13週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

14週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

15週 企業技術者講演会 講演内容を理解し、要点を的確にまとめることができ
る

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 50 50
専門的能力 0 0 0 0 0 50 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 創造システム工学セミナー専
門

科目基礎情報
科目番号 6025 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材
担当教員 津村 卓也,谷藤 正一
到達目標
①専門分野に特化した技術に必要な要素を学習し、技術者にとって何が必要かを理解する。
②各講義における目的を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
専門分野に特化した技術に必要な
要素を学習し、技術者にとって何
が必要かを理解する

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を適切にわかりやすく
説明できる

講義内容を理解し、その分野にお
ける問題点を説明できる 講義内容を適切に説明できる

各講義における目的を理解する 講義の目的と自らの専門分野を関
連付けて示すことができる

講義の目的と自らの専門分野を関
連性がわかる 講義の目的を示すことができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
協定校や連携企業で実施される専門分野を主とした講義・インターンシップなどで実習以外の講習・講義などの履修も
可とする。単位数は、受講時間によって異なり、３０時間：２単位、６０時間：４単位、９０時間：６単位、１２０時
間：８単位を付与する。

授業の進め方・方法 受講先でレポートなどを提出し、受講証明を発行してもらう。

注意点
履修希望者は、事前に担当教員に履修申請を行い、教務係で集中講義履修の手続きを行う。
【レポート内容必須事項】受講時間、受講内容、講義から得られた知見。受講先で提出したレポートや課題、受講先か
らの受講証明を添付すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 講義内容説明・ガイダンス
1時間：派遣先で指定する講義

講義内容を十分に理解し，簡潔にまとめることができ
る

2週 各派遣先での講義
30～120時間：派遣先での講義

講義内容を十分に理解し，報告書及びプレゼン資料を
的確に作成することができる

3週 最終レポート
2時間

定められた書式で，的確にレポートをまとめることが
できる

4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週



15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 30 30
専門的能力 0 0 0 0 0 70 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 品質・安全マネジメント特論
科目基礎情報
科目番号 6027 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教員自作プリント及びパワーポイント
担当教員 眞喜志 隆,中平 勝也,玉城 龍洋,伊東 昌章,沖田 紀子
到達目標
①工業製品の品質及び安全に関する基本的な考え方を学び、実践することができる。
②製造における品質及び安全マネジメントの重要性、並びに製造責任や倫理観について理解し、実践することができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 日地洋最低限な到達レベルの目安
(可)

各種工業製品の品質管理に関する
知識を身につけ，定量的に記述・
解析することができる（機Ａ-2、
情Ａ-2、メＡ-1,C-2、生Ａ-2）

授業で学習した内容と関連付けな
がら、ISO9001シリーズ、UL等の
製品安全規格の概要について、そ
れらの要点を説明できる。

教材・参考図書等に従い、
ISO9001シリーズ、UL等の製品安
全規格の概要について、その要点
を多角的に説明できる。

講義資料・参考図書等を参照しな
がら、ISO9001シリーズ、UL等の
製品安全規格の概要について説明
できる。

製品安全に関する知識を身につけ
，定量的に記述・解析することが
できる（機Ａ-2,C-2、情Ａ-2,C-
2、メＡ-1,C-2、生Ａ-2,C-1）

授業で学習した内容と関連付けな
がら、品質・安全管理に関する手
法について、それらの要点を説明
できる。

教材・参考図書等に従い、品質・
安全管理に関する手法について、
その要点を多角的に説明できる。

講義資料・参考図書等を参照しな
がら、品質・安全管理に関する手
法について基本的な用語や考え方
を説明できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

この科目は、品質管理、安全管理について実務経験者がそれぞれの企業における経験を活かした講義を行うとともに、
全１５週のうちの４週の授業は、企業で品質管理等の業務に従事するする者が担当する。
①工業製品の品質及び安全に関する基本的な考え方を学ぶ。
②製造における品質及び安全マネジメントの重要性、並びに製造責任や倫理観について理解する。
【オムニバス方式】

授業の進め方・方法

各コース分野に関わりの深い工業製品を題材に、各コースの担当教員がオムニバス形式で講義をおこなう。
大まかな講義の方針
①各学科で計１１回＋航空で４回で行う。
②各学科分には技術史を入れる。
③各学科でグループワークを入れる。

注意点 製品安全、ものつくり、食品、ソフトウェアの各分野について、品質・安全に関する課題レポートにて理解度を見る。
　（各25％）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス・組織における品質と安全のマネジメント
(航）

品質と安全の概念と、ISOマネジメントシステムの考
え方を説明できる

2週 生産工程における品質と安全(航) ものづくりの現場における品質の管理と安全の管理の
概要を説明できる

3週 製品安全規格(航) 機械および電気設備の製品安全規格（UL等）の概要を
説明できる

4週 電気・電子分野 半導体や電子デバイスのハードウェア設計を例に企業
側の視点を理解できる

5週 情報分野 ソフトウェアに関連した、品質・安全管理に対する企
業側の視点を理解できる

6週 生物分野① 食品偽装問題を例に、食品の品質や安全に対する企業
側の視点を理解できる

7週 生物分野② 食品偽装問題を例に、食品の品質や安全に対する企業
側の視点を理解できる

8週 技術史（機械分野） 機械分野における技術史の概要を説明できる

4thQ

9週 技術史（電気・電子分野） 電子通信分野における技術史の概要を説明できる

10週 航空分野① 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

11週 航空分野② 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

12週 航空分野③ 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

13週 航空分野④ 航空分野からの品質・安全管理に対する企業側の視点
を理解できる

14週 技術史（情報分野） 情報分野における技術史の概要を説明できる
15週 技術史（生物資源分野） 生物資源分野における技術史の概要を説明できる
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 0 30 0 0 0 70 100
基礎的能力 0 10 0 0 0 15 25



専門的能力 0 10 0 0 0 15 25
分野横断的能力 0 10 0 0 0 40 50



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 特別研究Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 6402 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 8
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 教員が配布する資料 各研究関連論文、資料、マニュアルなど
担当教員 池松 真也,伊東 昌章,平良 淳誠,濱田 泰輔,田中 博,磯村 尚子,三宮 一宰,田邊 俊朗,玉城 康智,嶽本 あゆみ,萩野 航
到達目標
①研究テーマにおいて解決すべき課題を認識し、目的・目標を設定できること
②課題解決のための研究計画を立案し、それに基づき研究を自主的に遂行できること
③これまで学んだ知識を総合し、問題解決ができること
④技術者・研究者としての社会的責任を自覚し、倫理観をもって研究に取り組めること
⑤研究に関係する他者と協調して研究遂行するためのコミュニケーションができること
⑥研究内容を論文として論理的で簡潔な科学技術文章としてまとめるとともに、他者に明確に説明できるプレゼンテーション能力を身につける
こと
【Ⅱ-D】自らの専門工学の課題に対して利用できる化学実験の基本を理解して実験を遂行し、結果の整理と考察ができる。
【Ⅱ-E】技術者に必要とされるライフサイエンス・アースサイエンスの基礎知識を有し、自らの工学の分野に関係するより複雑な課題や現象の
理解に対しても応用できる。
【Ⅳ】工学リテラシー（各種基本的データ測定法、データ処理）、技術者倫理（法令遵守を含む）、知的財産、持続可能性、情報倫理、技術史
、グローバリゼーション、異文化(多文化）理解のための知識を有し、技術者としてより複雑な課題において活用できる。
【V-E-3】気体・液体・固体の定性・定量分析に用いる代表的な機器分析法を理解している。
目的に応じて分析機器を選択し、測定データからデータ解析することができる。
【V-E-6】基礎生物に関する知識を、自らの専門分野のより複雑な工学の問題に適用できる。【V-E-7】生物化学の知識を、自らの専門分野のよ
り複雑な工学の問題に適用できる。
【V-E-8】バイオテクノロジーを適用する方法や原理を理解するとともに、社会に与える影響に関して理解している。
【VI-E-1】化学・生物系分野の内容を含むより複雑な課題を解決するための実験自習計画を自ら計画し、実験結果の整理と考察ができる。
【VIII-A】相手を理解した上で、説明の方法を工夫しながら、自分の意見や考えをわかりやすく伝え、十分な理解を得ている。
【VIII-B】目的達成のために、考えられる提案の中からベターなものを選び合意形成の上で実現していくことができ、さらに、合意形成のため
の支援ができる。
【VIII-C】ICTやICTツール、文書等を自らの専門分野において情報収集や情報発信に活用できる。
【VIII-D】現状と目標を把握し、その乖離の中に課題を見つけ、課題の因果関係や優先度を理解し、発見した課題について主要な原因を見出し
、論理的に解決策を立案し、具体的な実行策を絞り込むことができる。
【VIII-E】複雑な事象の本質を整理し、構造化（誰が見てもわかりやすく）できる。結論の推定をするために、必要な条件を加え、要約・整理
した内容から多様な観点を示し、自分の意見や手順を論理的に展開できる。
【IX-F】法令を理解し遵守する。研究などで使用する、他者のおかれている状況を理解できる。自分が関係している技術が社会や自然に及ぼす
影響や効果を理解し、技術者が社会に負っている責任を認識し、身近で起こる関連した情報や見解の収集に努めるなど、技術の成果が社会に受
け入れられるよう行動できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

研究テーマにおいて解決すべき課
題を認識し、目的・目標を設定で
きること

研究背景に基づいて課題を理解し
、目標設定ができている

研究背景に基づいて課題を理解し
、目標設定ができている

研究・履修計画書、口頭発表、研
究報告書において、目標を述べて
いる

課題解決のための研究計画を立案
し、それに基づき研究を自主的に
遂行できること

研究課題に対して、自らの研究の
位置づけを理解し、解決すべき課
題に優先順位をつけて研究計画を
立て、それに基づいて研究を遂行
できる

研究課題に対して、自らの適性を
考え、教員と相談して、研究計画
を立て、それに基づいて研究を遂
行できる

進捗状況を報告することができる

これまで学んだ知識を総合し、問
題解決ができること

実験・実習結果から問題点を見出
し、問題解決ができる

実験・実習結果から問題点を見出
し教員と相談して、問題解決に繋
げることができる

図表を駆使して、自らの成果を説
明できる

技術者・研究者としての社会的責
任を自覚し、倫理観をもって研究
に取り組めること

社会的に影響のある研究内容につ
いては、指導教員などに相談する
ことができる

他者の成果や文献を引用し、それ
を適切に示すことができる

"他者の成果や文献を引用すること
ができる
社会的に影響のある内容の分別を
つけることができる"

研究に関係する他者と協調して研
究遂行するためのコミュニケーシ
ョンができること

研究に対する質問やコメントなど
を真摯に受け止め、議論すること
ができる

研究に対する質問やコメントなど
に回答することができる

研究室のゼミや研究打合せなどを
行うことができる

研究内容を論文として論理的で簡
潔な科学技術文章としてまとめる
とともに、他者に明確に説明でき
るプレゼンテーション能力を身に
つけること

"研究内容を論理的に最終論文とし
てまとめることができる
また、その内容を簡潔にまとめて
プレゼンテーションすることがで
きる"

研究成果を論文としてまとめるこ
とができる

中間発表や最終発表だけでなく、
学会などで発表することができる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
特別研究では、設定したテーマに関して、これまで講義や実験などで学んできた学修科目との関連性を考えながら、問
題点や課題点を抽出し、課題の設定、実験計画の策定、実験実施、結果分析の一連のプロセスを自主的、計画的に遂行
できる能力を育成する。
【複数教員担当方式】

授業の進め方・方法
課題テーマに関する報告書・論文の作成と発表を通じて論理的で簡潔な科学技術文書の作成技術、明瞭で的確な表現に
よるプレゼンテーションの能力を身につける。
(学位専攻の区分)
生物工学：生物資源工学コース



注意点

成績の評価は以下の方法で実施する。
研究・履修計画書(10%)、実験ノートおよび研究日誌による進捗状況報告(10%)、中間発表(10%)、最終発表(20%)、
最終論文(50%)

①論文・資料調査各3時間×30週
②研究計画書と実験ノート・研究日誌の作成各1時間×30週
③実験や実習（予備実験・追加実験など）適宜

（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は生物資源工学科科目関連図一覧表を参照のこと。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標：
【Ⅱ-D】、【Ⅱ-E】、【Ⅳ】、【V-E-3】、【V-E-6】、【V-E-8】、【VI-E-1】、【VIII-A】、【VIII-B】、【VIII-
C】、【VIII-D】、【VIII-E】、【IX-F】
（学位審査基準の要件による分類・適用）
学修総まとめ科目 ① ③ ④ B群 生物工学に関する実験・実習科目

 ○生物工学に関する実験・実習科目研究テーマ一覧：
・沖縄生物資源の機能性評価及び産業への応用研究（池松　真也教授）
・生物資源由来機能性成分の解析に関する研究（伊東　昌章教授）
・機能性生物代謝物質の探索と機構解明および活用に関する研究（平良　淳誠教授）
・亜熱帯生物資源の食品への応用研究（田中　博教授）
・沖縄海洋生物の遺伝的多様性及び機能性評価と保全への応用（磯村　尚子准教授）
・ストレス耐性作物作出のための遺伝子解析（三宮　一宰准教授）
・衝撃波による瞬間的高圧の生物系への応用研究（嶽本　あゆみ准教授）
・酵素に関する研究とバイオマスの有効利用への応用研究（田邊　俊朗准教授）
・泡盛醸造における伝統的技術の解明と応用（玉城　康智准教授）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 研究背景の確認 研究の社会的・技術的背景を確認する
2週 研究課題設定と方法の確認 背景に基づき課題設定と研究方法を確認する
3週 研究計画の立案 研究計画を立案し、研究・履修計画書を提出する

4週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

5週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

6週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

7週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

8週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

2ndQ

9週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

10週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

11週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

12週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

13週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

14週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

15週 発表スライドの作成 研究成果を口頭発表用のスライドにまとめる
16週 中間報告

後期

3rdQ

1週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

2週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

3週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

4週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

5週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

6週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

7週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

8週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

4thQ
9週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り

組みをする

10週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする



11週 研究（調査・実験・考察）の継続 調査・実験・考察を繰り返し、課題解決に向けた取り
組みをする

12週 発表スライドの作成 研究成果を口頭発表用のスライドにまとめる
13週 発表スライドの作成 研究成果を口頭発表用のスライドにまとめる
14週 最終論文の作成 最終論文を作成する。
15週 最終論文の作成 最終論文を作成し、提出する。
16週 最終発表

評価割合
定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発

表・実技・成果物等） 合計

総合評価割合 0 0 0 100 100
基礎的理解 0 0 0 20 20
応用力（実践・専門・
融合） 0 0 0 40 40

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 20 20

主体的・継続的学習意
欲 0 0 0 20 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 専攻科実験
科目基礎情報
科目番号 6403 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教員作成プリント、PPT。
担当教員 池松 真也,伊東 昌章,平良 淳誠,濱田 泰輔,田中 博,磯村 尚子,三宮 一宰,田邊 俊朗,玉城 康智,嶽本 あゆみ,萩野 航
到達目標
・生物資源の様々な領域の実験を行うことにより、幅広い専門知識と技術を獲得し続けることができ、行使できる。
・生物資源の幅広い領域についての見識を深める。
・生物資源の幅広い領域について、日本語で専門的なコミュニケーションがとれ、日本語または英語で新たな専門知識と技術情報を理解できる
。
【IX-E-1】、【VII-B】、【VIII】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限必要な
到達レベル（可）

生物資源の様々な領域の実験を行
うことにより、幅広い専門知識と
技術を獲得し続けることができ、
行使できる。

生物資源の様々な領域に強い関心
を持って実験に取り組み、幅広い
専門知識と技術を積極的に獲得し
続けることができ、行使できる。

生物資源の様々な領域に関心を持
って実験に取り組み、幅広い専門
知識と技術を獲得し続けることが
でき、行使できる。

生物資源の様々な領域の実験を行
い、幅広い専門知識と技術を獲得
し続けることができ、行使できる
。

生物資源の幅広い領域についての
見識を深める。

生物資源の幅広い領域について意
欲的に調査し、社会の要請や課題
について多面的に捉えて見識を深
める。

生物資源の幅広い領域について意
欲的に調査し、社会の要請や課題
について多面的に捉えて見識を深
める。

生物資源の幅広い領域について調
査し見識を深める。

生物資源の幅広い領域について、
日本語で専門的なコミュニケーシ
ョンがとれ、日本語または英語で
新たな専門知識と技術情報を理解
できる。

生物資源の幅広い領域について調
査し見識を深める。

生物資源の幅広い領域について、
日本語で積極的に専門的なコミュ
ニケーションがとれ、日本語また
は英語で新たな専門知識と技術情
報を理解できる

生物資源の幅広い領域について、
日本語で専門的なコミュニケーシ
ョンがとれ、日本語または英語で
新たな専門知識と技術情報を理解
できる

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 実験レポートを基に、実験内容の理解、生物資源の幅広い領域についての理解、柔軟な考え方、について評価する。【

クラス分け方式】

授業の進め方・方法 ・各教員ごとにレポートを課す。
・試験は実施しない。

注意点

各担当教員がレポートにより評価する。
学年末に全教員の評価を総合し、100点満点中60点以上を合格とする。

①レポート（各担当教員の講義内容に沿った内容についてレポートを課す）     各２時間×３０回

（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は生物資源工学科科目関連図一覧表を参照のこと。
（モデルコアカリキュラム）
・  【IX-E-1】、【VII-B】、【VIII】
（学位審査基準の要件による分類・適用）
専門科目 ① ② ③ ④ B群 生物工学に関する実験・実習科目

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス（副コース長：池松） 本科目のガイダンス、カルタヘナ法と遺伝子組換え実
験のルールを学ぶ。

2週 キチンのグリコール化（田邊） 不溶性のキチンが強アルカリに分散、コロイド化する
ことを学ぶ。

3週 キチンのグリコール化2（田邊） 不溶性のキチンにグリコール基を付加すると可溶性に
なることを学ぶ。

4週 シグナル伝達実験1（池松） TGF-β 刺激によるsmadの核移行を顕微鏡下で評価す
る。

5週 シグナル伝達実験2（池松） 蛍光顕微鏡の取扱いを学習する。
6週 電気化学測定1（濱田） 物質の酸化作用、還元作用と電位測定について学ぶ。
7週 電気化学測定2（濱田） 酸化電位還元電位を測定する。
8週 分類学基礎（萩野） 形態に基づく生物の分類について学ぶ。

2ndQ

9週 分類学基礎（萩野） 分類学の決まりに則った生物の記載を行う。
10週 HPLC分析１（平良） クロマトグラフィーの原理と実際を理解する
11週 HPLC分析２（平良） 植物のポリフェノール成分の同定と定量分析
12週 植物のストレス応答Ｉ(三宮) 植物のポリフェノール成分の同定と定量分析
13週 植物のストレス応答ＩＩ(三宮) ストレス処理した植物の全タンパク質解析
14週 樟脳の再結晶Ⅰ（嶽本） 樟脳の性質と利用法、天然物と合成物について学ぶ。

15週 樟脳の再結晶Ⅱ（嶽本） 生成物を秤量して収率を算出し、生成収率を理解する
。

16週



後期

3rdQ

1週
2週
3週 外部講師による特別授業（池松） 最新のライフサイエンスのTOPICSを学習する。
4週 生物の骨格構造（磯村） 透明標本を作成し、生物の骨格構造を学ぶ。
5週 食品製造のしくみ（田中） 加工食品が小売店に並ぶまでのプロセスを理解する
6週 市場調査（田中） 加工食品のマーケティングを理解する
7週 生物多様性の評価（１）（磯村） 野外にて生物の採集・調査を行なう。
8週 生物多様性の評価（２）（磯村） 個体群、生物群集の数値化、評価法を学ぶ。

4thQ

9週 酵素の解析Ⅰ（伊東） 果物等からのポリフェノールオキシダーゼ抽出法を学
ぶ

10週 酵素の解析Ⅱ（伊東） ポリフェノールオキシダーゼ活性測定法を学ぶ
11週 酵素の解析Ⅲ（伊東） ポリフェノールオキシダーゼ活性測定法を学ぶ
12週 納豆づくり１（玉城） 市販の納豆から納豆菌を分離する
13週 納豆づくり２（玉城） 分離した納豆菌を使用して、納豆をつくる
14週 特別授業（未定） 最新のライフサイエンスのTOPICSを学習する。
15週 特別授業（未定） 最新のライフサイエンスのTOPICSを学習する。
16週

評価割合
定期試験 小テスト レポート その他（演習課題・発

表・実技・成果物等） 合計

総合評価割合 0 0 100 0 100
基礎的理解 0 0 60 0 60
応用力（実践・専門・
融合） 0 0 20 0 20

社会性（プレゼン・コ
ミュニケーション・
PBL）

0 0 0 0 0

主体的・継続的学習意
欲 0 0 20 0 20



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 植物工学
科目基礎情報
科目番号 6407 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 教員作成PPT・プリント
担当教員 三宮 一宰
到達目標
遺伝子組換え植物を理解する。
【V-E-6】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安(可)
遺伝子組換え植物の原理・利用を
十分理解し、その知識を、社会の
課題解決に適用することが考えら
れる。

遺伝子組換え植物の原理・利用を
理解し、その知識を、社会の課題
と結びつけて考えられる。

遺伝子組換え植物の原理・利用を
理解している。

遺伝子組換え植物の社会における
役割・課題を十分理解し、その知
識を、社会の課題解決に適用する
ことが考えられる。

遺伝子組換え植物の社会における
役割・課題を理解し、その知識を
、社会の課題と結びつけて考えら
れる。

遺伝子組換え植物の社会における
役割・課題を理解している。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
植物工学では、専攻科1年次までの専門関連科目（生化学、生化学実験、遺伝子工学、遺伝子工学実験、分子生物学、分
子生物学II）で学んだことを基礎として、植物の遺伝子組換え実験で用いる基礎技術、遺伝子組換え法、を学び。遺伝子
組換え植物の例を学ぶ。遺伝子組換え実験の準備・手順・効率を考察し、遺伝子クローニング法および遺伝子組換え法
を学ぶ。遺伝子組換え植物と社会との関連を学ぶ。

授業の進め方・方法 遺伝子組換え研究の学術論文を学び、PPT資料を作成し、発表する。発表では、議論を行い、コミュニケーション力を養
う。

注意点
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 遺伝子クローニングI ゲノミックDNAクローニングとcDNAクローニングを
学ぶ。

2週 遺伝子クローニングII ライブラリースクリーニングを学ぶ。

3週 遺伝子クローニングIII サブトラクション法とディファレンシャルディスプレ
ー法を学ぶ。

4週 遺伝子クローニングIV マップベースドクローニングを学ぶ。
5週 遺伝子クローニングV タギング法を学ぶ。
6週 遺伝子クローニングVI ツーハイブリッド法を学ぶ。
7週 組換え植物I バイナリーベクターへのクローニングを学ぶ。
8週 組換え植物II アグロバクテリウムの形質転換を学ぶ。

4thQ

9週 組換え植物III リーフディスク法の詳細を学ぶ。
10週 組換え動物 動物の遺伝子組換え法を学ぶ。
11週 組換え植物の応用I ストレス耐性組換え植物を学ぶ。
12週 組換え植物の応用II 耐虫性組換え植物を学ぶ。
13週 組換え植物の応用III 除草剤耐性・ＢＴ作物を学ぶ。
14週 組換え動物の応用 様々な組換え動物を学ぶ。
15週 組換え生物研究 組換え生物研究をPPTで発表する。
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 20 0 0 0 0 20
専門的能力 0 70 0 0 0 0 70
分野横断的能力 0 10 0 0 0 0 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 代謝生化学
科目基礎情報
科目番号 6409 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材
教材：教員自作プリント、パワーポイントなどプレゼン資料 参考図書：病理生化学（岩波書店）、ワインバーグがんの
生物学（南江堂）、創薬科学入門（オーム社）、新薬誕生（ダイヤモンド社）、デブリン生化学（啓学出版）など、 キ
ーワード：代謝、ホメオスタシス、酵素、コレステロール、先天性代謝異常、自己免疫性疾患、がん

担当教員 池松 真也
到達目標
本科3年生化学で学習した基礎の発展として、代謝を中心に生物の体内で起こっている生化学反応を理解する。
【Ⅴ-E-7】生物化学：生物化学の知識を、自らの専門分野のより複雑な工学の問題に適用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

ホメオスタシスと細胞について説
明できる。

生体の全身のホメオスタシスが細
胞同士のシグナル伝達や神経系を
介して成立していることを説明で
きる。

ホメオスタシスを正しく定義でき
、その重要性を説明できる。

ホメオスタシスの定義が理解でき
る。

先天性代謝異常やホルモン異常に
ついて説明できる。

先天性代謝異常やホルモン異常に
ついて遺伝子レベルで説明できる
。

先天性代謝異常やホルモン異常の
原因または病態について説明でき
る。

先天性代謝異常やホルモン異常に
ついて例を挙げることができる。

世界的に問題となっている糖尿病
、高尿酸血症および自己免疫疾患
を理解する。

難病とよばれる関連疾患の概要を
代謝をキーワードに説明できる。

糖尿病、高尿酸血症、自己免疫疾
患のいくつかについて、その症状
の原因を説明できる。

糖尿病、高尿酸血症、自己免疫疾
患がどのような症状を呈するか、
説明できる。

がんを代謝生化学的観点から学ぶ
。

がんの発生および進展を遺伝子の
異常も含めて、代謝生化学的に説
明できる。

がんの発生および進展を生化学的
に理解できる。

がんがどのような原因で発生して
くるのかを歴史的な観点から理解
できる。

代謝に関する医化生化学的テーマ
を自学自習し、発表できる
（PBL）。

代謝における課題を詳細に学習し
報告書としてまとめ、PBLにおいて
分かり易く発表できる。

課題における代謝の意味を理解し
、まとめ、発表できる。

課題をパワーポイントにまとめて
発表できる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 「代謝」をキーワードに生化学的に人体の処理システムを学習する。がんの代謝を重点的に学習する。毎回１つのテー

マで実施し、授業の最後に全員で討論する。「生化学」、「分子生物学」を履修しておくことが望ましい。

授業の進め方・方法
教員は各週ごとにシラバスに沿ったテーマで講義を行う（４５分間）。学生は各人が選択した「新薬」誕生の過程を調
査及び学習し、パワーポイントにまとめて発表する。一人あたりの持ち時間は２０～３０分間。担当学生の発表後、全
員でその日の発表に関わることを議論する。定期試験（中間50%、期末50%）80%、PBL発表10%と提出資料10%と
し、満点を100％として評価する。60％以上を合格とする。

注意点 PBLを担当していた学生がサボると授業の半分が成立しなくなる。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 【代謝生化学概論】講義全般のガイダンスと感染症に
関わる説明。

2週 【ホメオスタシスと細胞】ホメオスタシスの成立機構
について学ぶ。

3週 【酵素と代謝の関係】酵素の変動による臨床診断につ
いて学ぶ。

4週 【寿命と代謝】細胞やタンパク質の寿命と代謝の関係
について学ぶ。

5週 【先天性代謝異常（1）】先天性代謝異常による疾患を
例に挙げ学ぶ。

6週 【先天性代謝異常（2）】遺伝現象も追加して学ぶ。

7週 【ホルモン異常と代謝調節】ホルモンと代謝の関係に
ついて学ぶ。

8週 【前期中間試験（行事予定で週変更可）】筆記試験と
前半のまとめを行う。

2ndQ

9週 【糖尿病】糖質代謝異常について学ぶ。
10週 【高尿酸血症と代謝】尿酸の代謝異常について学ぶ。
11週 【脂質代謝】脂肪酸の分解と生合成について学ぶ。

12週 【自己免疫疾患】自己免疫性疾患の定義、成因などを
学ぶ。

13週 【がんの生物学】がんを化学的、生物学的にとらえる
ことを学ぶ。

14週 【がんの生化学】がんの代謝異常を生化学的に学習す
る。

15週 【がんの治療学】これまでの授業から「がん」の予防
、治療について討議する。

16週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 0 0 10 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
専門的能力 30 0 0 0 10 0 40
分野横断的能力 0 10 0 0 0 0 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 タンパク質資源利用学
科目基礎情報
科目番号 6416 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教材：教員自作プリント、パワーポイントによるプレゼンテーション資料，参考資料：タンパク質・アミノ酸の科学
（工業調査会）、生物資源とその利用 第3版（三共出版）

担当教員 伊東 昌章
到達目標
アミノ酸、ペプチド、タンパク質の構造、機能、および、タンパク質資源の特徴、利用状況を理解する。タンパク質資源の利用方法を理解する
。【V-E-7】, 【Ⅷ-A】,【Ⅷ-E】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

アミノ酸、ペプチド、タンパク質
の構造、機能、および、タンパク
質資源の特徴、利用状況を説明す
ることができる。

アミノ酸、ペプチド、タンパク質
の構造、機能、および、タンパク
質資源の特徴、利用状況を体系的
に、また、具体例を含めて詳しく
説明することができる。

アミノ酸、ペプチド、タンパク質
の構造、機能、および、タンパク
質資源の特徴、利用状況を具体例
を含めて詳しく説明することがで
きる。

アミノ酸、ペプチド、タンパク質
の構造、機能、および、タンパク
質資源の特徴、利用状況の概要を
説明することができる。

タンパク質資源の利用方法やその
新たな可能性を説明することがで
きる。

タンパク質資源の利用方法を具体
例を含めて、また、現状を体系化
して詳しく説明することができる
。

タンパク質資源の利用方法を具体
例を含めて詳しく説明することが
できる。

タンパク質資源の利用方法の概要
を説明することができる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

タンパク質資源利用学では、専攻科１年次までの専門関連科目（生物資源利用学Ⅰ、Ⅱ、、食品製造学、酵素化学）で
学んだことを基礎として、アミノ酸、ペプチド、タンパク質の構造、機能、およびタンパク質資源の特徴、利用状況を
講義と演習により理解し、専門の知識と技術を習得する。タンパク質の利用方法について、自ら課題を設定し、
ＰＰＴ資料、発表原稿（レポート）の作成を行うことで、専門に関する論理的な思考能力、プレゼンテーション能力を
養成する。これらの学習を通してアミノ酸、ペプチド、タンパク質の特徴や利用状況の理解度を高めていく。

授業の進め方・方法 タンパク質の利用方法について、自ら課題を設定し、ＰＰＴ資料の作成、プレゼンテーション、それをもとにしたディ
スカッションを行うことで、専門に関する論理的な思考能力、コミュニケーション能力を養成する。

注意点 ２－４、１３－１５回の講義では、ノートパソコンを持参すること。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 タンパク質資源利用学概論、タンパク質の構造と機能
１

本科目の概要を理解し、到達目標を把握する。アミノ
酸、ペプチド、タンパク質の構造と機能を調べ、理解
する。

2週 タンパク質の構造と機能２ アミノ酸、ペプチド、タンパク質の構造と機能を調べ
、理解する。

3週 タンパク質の構造と機能３ 理解した内容をもとに発表資料、発表原稿を作成する
。

4週 タンパク質の構造と機能４ 作成した資料をもとに発表、質疑応答を行う。
5週 アミノ酸、ペプチドの利用１ アミノ酸、ペプチドの特徴を理解する。
6週 アミノ酸、ペプチドの利用２ アミノ酸、ペプチドの呈味形成について理解する。

7週 アミノ酸、ペプチドの利用３ アミノ酸、ペプチドの生体調節機能について理解する
。

8週 アミノ酸、ペプチドの利用４ アミノ酸、ペプチドの利用について理解する。

2ndQ

9週 タンパク質の栄養科学 タンパク質の栄養科学について理解する。
10週 食品タンパク質の利用 食品タンパク質の特徴、利用について理解する。
11週 大豆タンパク質の利用 大豆タンパク質の特徴、利用について理解する。
12週 絹タンパク質の利用 絹タンパク質の特徴、利用について理解する。

13週 タンパク質の利用１ タンパク質資源の利用に関して自ら課題を設定し、文
献調査を行い、その内容を理解する。

14週 タンパク質の利用２ 理解した内容をもとに発表資料、発表原稿を作成する
。

15週 タンパク質の利用３ 作成した資料をもとに発表、質疑応答を行う。
16週 前期期末試験（４５分）

評価割合
試験 レポート等 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 30 0 30
専門的能力 20 20 40
社会性 0 20 20
主体的・継続的学修意欲 0 10 10



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 食品機能学
科目基礎情報
科目番号 6418 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 田中 博
到達目標
　食品が生体に及ぼす複数の機能性について、その役割と科学的な根拠を学習し、関連する研究論文を理解することができる研究開発実践力を
身に付けることを目標とする。
　本科目では、「英語による授業」を推進する。「英語による授業」を経験し、「英語による授業」に対応できる学習の仕方ならびに考え方を
学ぶことも目標とする。第1回目の授業時における英語の使用率は10%程度とし、最終回における使用率は50%程度とする。
【V-E-6】、【V-E-7】、【VIII-A】、【VIII-E】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
食品（成分）の機能性を、疾患別
に整理して説明できる。（A-2）

食品（成分）の機能性について、
自分で適切な情報を収集・整理し
た上で、一般の消費者が理解でき
る言葉で説明することができる。

授業で取り扱う基本的な食品（成
分）の機能性について、自分で情
報を収集・整理した上で関連学科
の本科学生に説明することができ
る。

教科書を参照しながら食品（成分
）の機能性を関連コースの学生に
説明することができる。

評価項目2
食品（成分）の機能性に関するす
る研究論文を理解し、説明できる
。（B-3）

自ら考え、演習をリードすること
でグループワークに貢献し、自分
が理解した内容を自分の言葉でレ
ポートすることができる。

積極的に演習に参加することでグ
ループワークに貢献し、形式に沿
ったレポートを作成することがで
きる。

演習に参加し、演習レポートを提
出する。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
食品には一次機能（栄養特性）、二次機能（嗜好特性）に加えて三次機能（機能特性）がある。食品機能学では、科学
的に明らかにされている食品（成分）の三次機能を、対象疾患別に解説する。また、それぞれの機能性に関する研究論
文（3報）を精読し、研究の実際を理解するとともに、研究開発現場で必要とされる情報収集力と説明力（＝論文作成力
）を養う。

授業の進め方・方法
研究論文の精読を予習課題とするが、授業時に十分なディスカッションができるように論文内容を整理・理解して授業
に臨むこと。
「英語による授業」では、平易で簡潔な英語を使って授業を進めるので、履修生も英語により積極的に授業に参加して
欲しい。

注意点 授業時は英和辞書と単語帳（ノート）を持参してください。
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス 授業の目的と進め方を理解する。
食品とは何かを理解する。

2週 保健機能食品制度 保健機能食品制度を理解する。
3週 食品の持つ機能 食品の持つ機能について学ぶ。
4週 食品の持つ機能 食品の持つ機能について学ぶ。
5週 がんを予防する食品機能性成分 がんを予防する食品機能性成分について学ぶ。

6週 論文演習（１－１） がんを予防する食品機能性成分についての研究論文を
理解する。

7週 論文演習（１－２） がんを予防する食品機能性成分についての研究論文を
理解する。

8週 定着確認 履修内容を定着する。

2ndQ

9週 おなかの調子を整える食品機能性成分 おなかの調子を整える食品機能性成分について学ぶ。

10週 論文演習（２－１） おなかの調子を整える食品機能性成分についての研究
論文を理解する。

11週 論文演習（２－２） おなかの調子を整える食品機能性成分についての研究
論文を理解する。

12週 ミネラルの補給を改善する食品機能性成分 ミネラルの補給を改善する食品機能性成分について学
ぶ。

13週 論文演習（３－１） ミネラルの補給を改善する食品機能性成分についての
論文を理解する。

14週 論文演習（３－２） ミネラルの補給を改善する食品機能性成分についての
論文を理解する。

15週 履修内容の確認と定着 履修内容を確認し、重要な項目について定着を図る。
16週 期末試験 履修内容を定着する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 10 0 0 0 0 40
専門的能力 10 20 0 0 0 0 30



分野横断的能力 10 20 0 0 0 0 30



沖縄工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 生物資源の機能性科学
科目基礎情報
科目番号 6419 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生物資源工学コース 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教材：教員自作プリント、パワーポイントなどプレゼンテーション資料など
担当教員 平良 淳誠
到達目標
生物資源の機能性を学術論文を通して深く理解する。
【Ⅴ-E-1】【Ⅴ-E-7】【Ⅱ-C】
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
からだの生理機構を分子レベルで
理解していることを、記述式の試
験で行い評価する（Ａ３）。

からだの生理機構を、分子レベル
で理解し、記述及び解説できる。

からだの生理機構を、分子レベル
で理解し、記述できる。

からだの生理機構を、分子レベル
で理解できている。

評価項目2
有用生物資源の作用機構を分子レ
ベルで理解していることを記述式
の試験と文献発表で行い評価する
（Ａ３）。

物質の作用機構を分子レベルで理
解し、記述および解説できる。

物質の作用機構を分子レベルで理
解し、記述できる。

物質の作用機構を分子レベルで理
解できる。

評価項目3
１と２の知識を踏まえて、学術誌
から研究法などの情報収集ができ
ているかを、パワーポイントによ
るプレゼンテーションと提出レポ
ートの総合評価で行う（Ｂ１）。

英文学術誌から背景や研究法など
の情報収集及び深い考察ができ、
内容を説明できる。また、他者の
発表について、討論できる。

英文学術誌から研究法などの情報
収集ができ、内容を説明できる。
また、他者の発表について、質深
く質問できる。

英文学術誌から研究法などの情報
収集ができ、内容を理解できてい
る。他者の発表について、質問で
きる。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
1.本授業では生物資源利用に必要な生理作用を学ぶことで、生物資源の利用を理解できるようになる。
2.生物資源の有用性を利用した食品，化粧品及び医薬品開発に関する研究法を、学術誌等から習得できるようにする。
3.毎回講義形式及び討論形式で進め、項目毎に課題を設定して問題解決能力を養成する。
4. 本講義の受講に当たり、生物資源利用学I及び酸化ストレスの生命科学の履修が要件となる。

授業の進め方・方法 学術論文の理解度を発表、討論における質疑応答、発表資料で評価（75％）と定期試験（25％）の結果の総合評価で、
理解度の到達度を評価する。総合評価が60％以上を合格とする。

注意点

学術論文を購読しまとめる（3課題）。 3時間×6回
発表資料を作成する（3課題）。 3時間×12回
発表PPTの作成（3課題） 6時間
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は酸化ストレスの生命科学及び生物資源利用学I、IIである。
（モデルコアカリキュラム）
・【Ⅴ-E-1】【Ⅴ-E-7】【Ⅱ-C】

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 生物資源の機能性科学の概要と、到達目標を把握する
。

2週 生活習慣病と生物資源の利用 薬用、機能性食品及び薬用化粧品の生物資源の利用を
調べ、理解する。

3週 生活習慣病態に伴う疾患（文献検索） 糖尿病、肥満、癌、血圧発症と予防剤の分子機構を理
解する。

4週 ・講読 文献から研究法の習得をする。
5週 ・概要のまとめ 文献をまとめる。
6週 ・発表 文献の発表、討論により理解を深める。
7週 酸化ストレスに伴う疾患（文献検索） 糖尿病、肥満、癌などの発症と予防剤を理解する。
8週 ・講読 文献から研究法の習得をする。

2ndQ

9週 ・概要のまとめ 文献をまとめる。
10週 ・発表 文献の発表、討論により理解を深める。
11週 皮膚の生理作用（文献検索） 美肌、皮膚の老化と予防剤の分子機構を理解する。
12週 ・講読 文献から研究法の習得をする。
13週 ・概要のまとめ 文献をまとめる。
14週 ・発表 文献の発表、討論により理解を深める。

15週 総括 本授業で学んだことの整理を行い、理解の確認をする
。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 25 0 0 0 0 75 100



基礎的能力 25 0 0 0 0 25 50
専門的能力 0 0 0 0 0 25 25
分野横断的能力 0 0 0 0 0 25 25


